
西 夏 一
訪
問 韻 図

『五音切韻』の研究(上)

西 田 龍 雄

第一章西夏における言語研究と韻書の作成

1032年，李元美が中菌西北の地に，西夏国を建設し， 1936年に国定文字いわ

ゆる西夏文字を制定して以来，茜夏では自国語の研究が盛んに進められた O こ

れには，中国の学問とくに宋代に発達した音韻学の研究が，その基盤をなして

いると考えられる O 西夏人が編纂した研究書(写本，刊本)は，そのすべてが現

在まで伝えられているわサで;まないが，決して少ない数ではなかった O

当時の西夏語の研究泣，政府の公の機関で行われると共に，また民間人によ

っても進められていた O たとえば，政府の刻字司で出版された『同音j ~ま前者

であり，一般によく知られる『番漠合時掌中珠iは後者の代表と言える O そし

て，研究分野は，かなち多授にわたっていたが， 1)音韻研究， 2)文字研究，

3 )語葉研究に大別できると思う O

本稿では，はじめにあげた音韻研究を中心に述べてみたい O

西夏人は，中菌の音韻学を学び，その影響のもとに，数意類の韻書を作成し

た O おそらく，西夏に嬉属した漢人が，この仕事に協力したものと患われる O

漢字に置き換えると『同音~ (刊本)U文海J(干IJ本)U文海雑類J(刊本) U五音切

韻J(写本)となる韻書韻図と，その書名を推測し難い韻書の新片数枚が現存し

ている O この;まかに『文海宝韻j(写本〉と呼ばれる写本がコズ 2 フ蒐集品中に

含まれていたが，今は行方がわからない O

Nevsky ~ま，確かに F文海宝韻J を利用しており，現在レニングラードの東

(1) 乙れちの韻書の概略については，茜国龍雄f茜夏文字ーその解読のフ。ロセスj(紀伊国屋書居1967，
増補再坂玉JI!大学出版部 1980) を参照されたい。また M.B.Co中pOHOB，Fpa.M..M.amUKa 
TaflzymcKo20 fJ3blKa 1 MocKBa 1968 にも解説がある。
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方学研究所にある NevskyArchivの中の遺品には. ~文海宝韻J からの引用

が多く含まれ. 1969年にモスコーで出版された KWllaHOB等が編集した Mope

flUCbMel-lφaKCU/ttUJle Tal-lzymcKux KCUJloザarto8~[F文海 J ータングート語刊本の複

製J巻二上声韻類の部分は，主に Nevsky が『文海宝韻』か与引き写した資

料を基にしたものである O このもとのテキストが最長したことは，西夏語研究

にとって大へん J措しい O

西夏人は，西夏語のー音節 cvc/ T (C!立子音.v ~ま母音 T は声調を示す)を，

漢語の分析法に倣って， Cーと -VC/Tの二つの部分に区切った O たとえば

pu (平声〉という音節を， pーと -u(平声)に分析した O

初頭音 Cーの性格にしたがって，すべての文字を九つの大部類に分け，さら

に各部類の中を -VCの程類によって分類したのが!日版『同音Jであり，その

-VCの種類を -VC/Tの違し 1から厳密に弁別して，より詳しく分類し改めた

のが新版 F同音iである O

これに対して，はじめにT声調の栢違によって，平声と上声の二類に大別し，

それから -VCの種類，平声九十七韻，上声八十六韻にしたがって排列し，さ

らに初頭音 Cーの性格か与，各韻類内部の文字を分けたのが F文海iである G

したがって『文海Jは，もともと上下二巻から成りたっていたっ

f文海雑類Jは，また少し構成法が違っていて，まず初頭吾 Cーによって文

字を九類に分類し，ついで声調Tの相違から，さらに韻類 -VCの種類(ただ

しその蓮類辻明示されていない)にしたがって排列したものである O

『同音』には， 原員Ijとして一字注〈ときには二字・三字の注もある)がつけられ

たが， ti文海Jと F文海雑類J には，字形の分析と意味の解説とさらに音形式

を示す反切がつけられている C

書名のわかろない新片数枚は， lJ同音Jl (新坂)の文字排列の)蹟序;こしたがい，

各文字ごとに「毘吾』の注と『文海JlU文海雑類Jの注をも，簡略な形にして

つけ加え，反切を添えた綜合的な性格の韻書である。

そして，初頭音(=声母)Cーと母音(普通母音，緊n民母音，捲舌母音)+声調(=

部母)-VC / Tの組み合せ関係を，各韻類ごとに隈定した範囲で， 表あるいは

図にしているのが『五音切韻Jである。「五音切韻Jには， あとで詳述するよ

(2) 西田龍雄 rE.I1.クチヤーノフ等著 F文海ータングート語刊本の複製』書評Jr東洋学報Jl52巻
2号， 1969を参照。
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うに，いわゆる韻図のほかに，漢語の三十六字母体系を基準にして，特定の西

夏語韻母との結合関{系を表にした韻表が九種類ついていて，西夏語の音形式の

再構成にあたって，他の韻書と同隷に，重要資料の一つに数え得ることは，疑

いがない O

第二章 酉夏語音形式の再構成と韻書・韻図

言語学に音素分析とよんでいる操作がある O これ立簡単に言うと，特定の言

葉における示差的な機龍をもった音単泣とその組み合せ様式を抽出する作業の

ことである O 音素分析はその言葉の具体的な発音を取り扱う音声記述にもとづ

いてなされるが，音声記述とは区別されなければならない O いわば音素分析は，

言葉の構造的な骨組みを取り出し，吾声記述は，その骨組が特定の形をとって

現れる音倍を記録するところに主眼を置いている O いま述べた数産類の韻書は，

西夏人の手になる酉夏語の音素分析の結果でるると言える O 西夏語の音素体系

の骨組みは，これらの韻書の中で，いろいろの角度から整理されている O したが

って，これだけの韻書が整いさえすれば，西夏語の音素件系は，たちどころに

解明できるものと考えられる O 確かにその通りなのであるが，実際には，それ

には現実的な樟害がともなっている O 第ーに，これらの韻書は，書名のわから

ない断片の中，二枚がロンドンiとあるのを除くと，すべてレニングラードの東

方学研究所に所蔵されていて，それらを利用するのがかなり国難であった G し

かし，この障害は，現在で誌，克寂するととができた O 私は現存する韻書類の

ほとんどすべてを，レニングラードで直接謂べることができた O ところが第二

に，もっとき艮本的な障害が，資料自身に含まれているのである o ~三ぼ完全な形

をとっている f司音』のほか誌，いずれも不完全な状態でしか，それらの韻書

は残っていない G 実は了間音J さえも，厳密に言えば， 18坂も新坂も(これに

ついては後述する〉共に欠けたところがあって， 完本ではない o r文海Jlは， さ
きに述べたようにもともと上下二巻かちなるが，いまは上巻の平声韻のところ

だけが残っていて，下巻はない O その上巻も，宗と裁を欠き，途中散供してい

る個処もある o r文海雑類Jにいたっては， 20枚誌どしか残存していない。『五

(3) 筆者のレニングラード滞左中，西夏文献の毘覧に際し，覆々の覆宜を与えちれた東方学研究所冨IJ
所長 E.11. KhIQaHOB博士はじ誌研究所の諸氏に深く感謝したい。
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音切韻Jは，現存する諸本を相補って，ほほ完本に近い形に複元できるが，や

はり欠けたところが残る O

これ与の事実辻，致命的ではないにしても，現存する諸資料を利用し，補足

しあって西夏語の音形式を複元再構成するには，かなりの菌難があった G 未解

決り問題は，いまなお残されている O

西夏語の音形式の再構成が厄介なもう一つの理由は，西夏人の音素分析の結

果が誰にでも簡単にわかるような形で示されていない点にある G つまり分析の

結果は，すべて茜夏文字の等式として与えられているのである O 現存する資料，

からどのような等式を取り出し，それをどのように解き，どのような音価を与

え得るかが再構成のための操作の主体となるのである。

忍はかなり以前にその操作を試みたが，さらに新しい資料によって，ここで

は『五音切韻Jという韻表と韻図を対象として，以前の結果を検討し，補整し

てみたい O それが本論稿の主題である O

第三章西夏語韻書の系統

まず，酉夏語の韻書の系統について，もう少し詳しく述べてみよう O

レニングラードの KbIQaHOBをほじめとする酉夏研究者は，さきにあげ了こ Mope

llUCb.Men W文海J]~こ掲載した論文の中で， W文海i 土下二巻， すなわち平声韻

の部と上声韻の部，そしてその補遺として扱っている F文海雑類』をーまとめ

にして，この三部かちなる韻書があって，それが f文海宝韻Jであったと推測

するに十分な根拠があり，この考えは，はじめ Nevsky によって提唱された

と述べている O つまり?文海宝語Jという書物は f文海J上下二巻と『文海雑

委員Jの総称であったと考えるのである C

確かに現存する『文海Jを従来から『文海Jという名でよぷ根拠辻，銅蝶装

の中央に書かれた名称に従っているのであって，その書物の表題はどこにも残

っていないのであるから， ~文海宝韻』を重きして， ~文海J と称していた可能性

も十分にあり得る O その書物が厚も鼓ももたないのは，乙の点でも設に残念で

(4) 西国龍雄「茜夏文字の解讃Jr数理科学j1968， 11月号を参認。
(5) 西国龍瑳 F酉麦語の研究一酉夏語の再構成と西夏文字の解讃J上・下座右宝刊行会1964"'-'1966
および注(1)にあげた拙著 F酉夏文字』に詳しい。
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ある o U文海』の正しい書名が「文海宝韻Jであったか否かは別として，忍ば

『文海Jと?文海雑類iを同じーっの韻書の一部分として扱う考えには賛同し

難いのである C 私は『文海』と『文海雑類Jは，本来系統のやや異った韻書で

あったと考えている O それには二つの積橿的な摂拠がある G

第ーに確かに F文海雑類Jに含まれる文字は，現存する『文海Jには含まれ

ていない C その点では，両者泣補い合った内容をもっていると言える O しかし

上述したように，乙の再者は韻書としての構成の仕方がかなり違っているので

ある O その補遺の部分 (u文海雑類』にあたる〉 だけを，異った構成法で整理

したとは考え難いと思われる O

第二に『文海雑類』の原型として， u雑類』という名の韻書が存在していた。
その一部の断片が，コズcフ蒐集品中に現存するのである G 乙の F雑類Jの存

在は，いままで全く知られていなかったのであるが，レニングラードの酉夏文資

料の中で F五吾切韻』の一部としてまとめられている資料引o.4154とNo.5867) 

の中に，その断片数枚が含まれているのを，その資料を調査している時に，私

は克付けた O 幸にテキストの最後の部分と裁の端片が残っていて，はっきりと

雑類とよめる c その内容を検討すると，驚いたととに「文海雑類Jの現存する

部分とよく一致しているのである O 雑類は立派な用紙に見事な書体で書かれて

いて，綻罫のみがあって〈半番7行，一行12字詰と推定〉かなり初期の写本である

と思わせる O それらの断片は，裏打ちもされない未整理の状態にあって，番号

が付けられていないが， いま仮りに F文海雑類』のj噴序に合わせて，発掘番

号のあとに仮番号を与え ti文海雑類』と対照して示すと，つぎのようにな

るO

F雑類j ~まかなり重要な資料であると考えられるので，残っている断片に登

録された文字をすべてあげておきたい O なお xx晋および上声とあるととろ

は西夏字を漢字に改めて欄外に引き出して掲げたが，もとのテキストでは抱の

西夏字と同じ高さで見出しの形をとって書かれている O

(6) 初期のもの法ど立派な紙に見事な書体でのびのび、書かれているが，時代を経るにしたがって，紙
質が悪くなり，あるいは古い経典の裏を利用して書いている。

(7) 乙れらの韻書で，ーとまとまちとして書かれている西夏字詰，何ちかの意味で共通点をもってい

る。その共通点の解明が， 茜夏語晋韻体系の詳細点の解き明しと密切に関連してくる。もちろ

ん，今の設措では，なお諒されている部分が多く残っていて，すべてがすっかちわかったわ11で
はない。

以下，丁数のほかに a，bをつけたが， a iま期蝶装一枚の右頁を， bは左頁を意味している。
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発掘番号一仮番号 F雑類』断片登録文字
No.4154-1 

該当する「文海雑類J番号

重唇苦 各J~ ~ñl 

軽唇音 211 遜
No.4154-2 

舌上音

牙

:音頭吾

No. 4154-3 

No.4154-4 

正歯音

No. 4154-5 

玲ゑ!主。設(欠)

係長冬[25吋L
治t節 it~ 。パん

ィプ弓(欠)
Y支 ~rと 先走(欠)

及。 e~ ií~t (欠)
。前面。碍(欠)

鍬。気私(欠}
ザザ守 キ...，.・ 2、『

2?えo7~ n~ (欠}

。象(欠)

踊荻 tf}0 

o '"設 11忍
絹忽

a縫?主

コラ二
日

惚
イ
一
紅
悦
橘
み
伯

z
f
pあ
え
託
私
設

-
2
n
-
2
H
4
'
H
T予
定
・
ん

本

-t
宗

左
川
町
ク
号

2
4
4
4

。

ノ
/
人

V
H
レ

し

'

苅
泊
競
牛
久
-ttチ

1/# 0 

百え 誌社 説i

I.:t/. 
。払え

欠

欠

2a 

2a 

2a----2b 

2b 

3a 

3b 

3b 

4a 

4a 

5a 

5a 粉(平22)

民t(欠}
誌を(欠}

5b 

6a 

(欠}

ゑ(欠)

6a 

6b 

(欠)

(欠)

(欠)

平議爪

7b 

(欠1 8a 

1欠) 8a 

(欠) 8b(欠)

(8) とこで文字の分析といっているのは，たとえば，対象となる文字が日!のどの文字と同じ字形をも
っかといった文字相互の字形上む関連を示したものであって，当該文字をどり文字要素に分析で
きるかを述べたものでないことが多い。

F
O
 

Q
d
 



Z畏 コ尽主二

No. 4154-6......7 J~t (欠)
8b(欠)

44.，7 1| 氏支 持巴L 9a 務(上33?) 

流風舌i事音 nt 2事 念。)裁 恭(欠) 9b 

。縁 長会 鮒。(欠) ，q民 象。JE(欠) 10a 
宵吉 銭。忽.1(欠〉 10a 

(欠)

高(欠;川断見j欠)l藷(欠)
10b 

No. 4154-8 lla ，~t (平48)

長存 者え 究会 鰐(欠) 11b 

Z支 ~~t 葬乏 録{欠) 12a 

上 七F三ロ=: 12b(欠)

重唇音 務[蒜](欠) 12b(欠)

軽唇晋 欠

対o.4151-9 2度 議[22]お(欠〉 欠

No.4154-10 誕 [22](欠) 欠

ー包j...

舌 上音 I~え 芸員!.欠〉 欠

牙 ヨtヨ乞 /託 Z色(欠) 欠

No. 4154-11 

〈歯-頭音) ~ñit 告IF人ξ 数(欠) 13む

[22] Ea 受良 。(欠) 13b......14a 

E~ 丹支 [蒜](欠) 14a 

o ~I没 il~ヒ ~(欠) 14b ~ft. (上52)

ミ，妥， [22] 銘(欠) 14b 

4角+張件 。全乙骨土 核(欠) 15a 

No. 4154-12 事花 。長支 2L(欠) 15a 

[分文字析]。金 {欠) 15b 
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会In 市長。厳七{欠) 15b""， 16a 

続 [22]夜間 16a 

l~ ;隊 欠

正歯音 パfァイ欠) 欠

No.4154-13 ィてノ oiflt 1民(欠) 欠

F会 協仁。議(欠) 17b 

設 得!， ~t (欠) 18a 

2言。咋 議(欠) 18a""，18b 

続 。完走 投(欠) 18b 

0 ー5』+柔.，.. 4aザヱ 誠(欠) 19a 

No. 5867-1 [三記紛 謀長 後(欠} 19b 

政 [22] 19b 

πU刊f寸ハ二、- ョiうi士 雨包 長5主 lnミ(欠) 19b 

雪玖 君主ュ 技術 20a 

1ftE風舌煎音 /急 鏡石t儲訪(欠) 20a 

No. 5867-2 

J2 設(欠) 20b 

匙{欠) 20b 

4247tJ 3k 21Z 争A点ぺみえ 20b 

[ま記 nW [25] 欠

1ft ~~仁 lnt 欠

。鼠仁 妥良 長女 欠

i降 i走。 欠

No. 4154-14 
喬E 誇(欠) 25a (流~舌弱音)

ffft 費支 (欠〉 欠

務 (欠) 欠
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No. 5867-3 J~ 野べお(欠) 欠

[~:J 政 [~:J 欠

意 与え 支 欠

扱 後 言受 雑 類 終

筑波ゐ初孫子孔藤森 提(経挙)録浄業具受

i完i抗議2務i3緩怒 提(経挙〉 録浄言徳口

(欠〉 i誉主ij:;義混じ 業口受意

乙の『雑類』と F文海雑類』が共に同じ構成法をとって編纂されていること

ほ明らかである C まず平声韻と上声韻に大別し，さらに初頭音の性格にしたが

って再分類して，各音類の内部では，同音節の文字を小円によって指定する O

細かい証明は省くが， r雑類Jの登録文字数を F毘膏」にもとづいて増補し，
各文字ごとに文字分析と意味に関する注と反切を加え， !f文海(宝韻?)~の捧裁

に編集し改めたのが『文海雑類Jであると考えてほほ誤りはない O それ故『文

海』と『雑類Jの両方の名を合わせて『文海雑類Jとよんだのであろう O

「雑類Jにもところどころ文字の分析が示されているところがある G そり分

析は概略『文海雑類~ ~乙受け継がれたが，中には改ゐているのもある O たとえ

ば径も以上5)<坐る>に対して，もとの曜劇では，会役揃口 fwar・

(上73)<並んで坐る>の頭(=冠〉を除く」と説明するが， !f文海雑類』では，

A主諸t訟法じ xir(平86)<譲れて息がはづむ>の偏とせzIeN (平42)く益>の
傍jのように解かれている O

、』
h¥ 

「雑類Jは，もともと大部の

書物ではなかったようであり，

それを増補した「文海雑類』も分

f 量の少ないテキストであったの
B : 

欠 であろう O しかし F雑類』辻三

枚の紙を上中下二段に貼り合せ

た大型の書物であった O 上記の

諸断片のほとんどは上段の紙に

F雑類J践の現存部分 吾かれたところが残ったもので
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抑 制 業 散 駁 … 苅 一
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E
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長 陵 会 友 礼 C 2 n 受 安 全日 A ，メ d M r 安 μ m m m芳 氏 自行 今 漢 文 業 明 、 四 天 番 漠

自 弘 法 札 前 比 日 m 花 託 t k， ァ メ ミ l A仙 川 Z H M明 H g 1 4 h ノ | ふ 日 歩 三

西 夏 文 字 を 忘 れ ざ る こ と 五 音 切 ( 川 )

ザ q h 依 殺 崎 家 綿 鍛 賞 品 机

賜 礼 盛 岡 慶 初 年 七 月
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41
54
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断
片
D
と
E
を
継
さ
合
わ
せ
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し
た
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左
も
同
じ
テ
キ
ス
ト
の
断
片
と
考
え

ら
れ
る
が
抱
の
部
分
と
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
る
の
か
明
ち
か
で
は
な
い
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loE ，決ZB
為京仁i集 11百
υ ;'L;歪
11予i

内%喜
域協

滋
駁
慈
報
一
見

官

吏

と

引

導

教
持
仏
教
忽

弟

子

三

年

乙の践に見える丑歳五年は，西夏国が存在した期間を通じてただ一度しかな

1061年であったと決定できる G また毅が書かれた日付， I~I 賜ネL盛冨慶し可カュら，

1071年にあたる O 当時すでに f五音切韻~ (初本?)が完成していたこ

乙の裁から知ることができる O

元年iま，

とも，

つぎにいま一つの重要な韻書を紹介して『文海』と「文海雑類Jの関

孫をさぐってみたい O さきに述べたように， lr 同音~ lr文海~ lr文海雑類』を綜合

して編集したような韻書があった G その書名は詳かで;まないが，経典の裏面に

書いた巻子本の残片として残っていて，現在レニングラードのコズロフ・コレ

6685) 

さて，

とロンドンのスタイン・コ

この再者

のj頭にしたが

クションに 3枚 (No.4153， No. 4781， No. 

vクションに 2枚 (BMNo. 3907，3908) ，合計 5枚が現存している O

同じ巻子本がわかれたものと考えられ，その内容を「同音J

って示すと，

は，

つぎのようになる。

重唇音類独字のあとの部分

重唇音類独字から軽雇音類に至る部分

Leningrad 

No.4781 

No.4153 

正歯音類の終ちから正歯膏類独字に至る部分

BM 

No. 3908(19.5 X 16cm) 

正歯音類独字から喉苦類に至る部分

Leningrad 

NO.6685 

BM 

No. 3907 (23.5 >く20cm) 流嵐音類独字にあたる部分

(9) 3. I1. rOp6aQeBa H豆.I1. KbIQaHoB: TallZymClcue PyKolluCU U KCU.Il02paifJbl (MocKBa 
1963)rタングート語写本と刊本J目誌の17Be3 Ha3BaHH.H.φparMeHT CJIOBap完Tlilla"B3Hb 
xa詰" (書名なし，文海患の辞書の新片〉の中の3点に島たる。

ハU



軽春音類が完憶するのみで，その;まかはいずれも一部しか残っていない O コ

ズロフ・コレクションの 3枚は，裏面の経典を無視して裏打ちされているが，

残片 5枚とも裏面の経典の文字が表面に映り，表面の西夏文字はかなり判読し

難い O

乙の韻書の手本裁は簡単に言うと， u同音j ~こ f 文海Jl U文海雑類」の注を加え

たものであるが，名文字の下に法， (1)一宇注 (2)文字の分析 (3)意味の注解

(4)反切 (5)声調 (6)出典韻書，この(1)から(6)までの J情報が記入されている O

(lHま「同音Jの注をそのまま使い， (2Hま「文海』と『文海雑類』の分析を大

体受け継ぐが， (3) は『文海.~ u文海雑類J の注を箆略化し， あるいはときに別
の解説を入れている o (4)反切についてはあとで詳しく述べる o (5)声調は平，上

のほかに，平去と平上がある。 (6)その文字が F文海Jに震するときには明示が

なく， u文海雑類Jに入っている場合にのみ，会え(栓)と書き込まれている O

ここでも， u文海(主韻)Jlと「文海雑類Jを， はっきりと別扱いしているの
である O

この韻書の中で，各文字:こ与えられている清報を，一例をあサfて示してみよ

うO 右側がその日本語訳である Q

7n 
e
2
 
vu 

z挽
凶
噌
免
A

レ
Z
M

セ
Z
A

活

訴

え

閉

会

者

BF

M
五
三
c

j

引
絞
ァ
♂

列
淵
争
・
婚
後

嶋
崎

tn
岬停

t
e
③
，

E
小
宮

Mm 

塚墳 高十巧のfjJ
①②  

〔高の傍，十む掃と巧のi去っ
@土墳，墓， ~葉語〔で〕墳台と謂う

小 1--rWON(平57)晶玉手応雑
~ '0)性j

(6)に雑と書かれていて， u文海雑類Jからこのj主を引用したことを示してい

るから，調べてみると，幸にして残っている部分にこの文字があったっ『文海

雑類」では (12a)，つぎのようになっている。山は無く， (2)は同じで， (3)は

桜t1民55修復銭信長11事5言語お「塚とは，土墳なり，芸なり，部姓を亦た謂う」
となり， (引の反切は同じく， (5)と(6)の情報誌燕い O このテキストで各文字iこつ

けられた意味の解説も，とくに上声韻の場合は， u文海J の下巻が散逸してい
るいまでは，その文字の意味解読の確証として極めて重要である O 二つ例をあ

げてみたい O

No. 6685喉音類の中に

円
/
Mnu 
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ν
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u
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pd角，
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J
A
 

L
z
u
 

『

d
n
H
Hl
 

，h，，aメ 1.~1 J設持安婦 ~ro ...~ 
Z含5最後t 知乙

王帝帝君，天子，領土{声4韻)

主，国主，王

託ザ 姦E123Z会話 梧梅樹名，漢語
務じ

はじめの文字は，注字かろ本字に thiC上28)?uh(上4) と読む。この解説によ

って，おそらく漢語帝王からの借思語であることがわかる O

あとの文字も，注字海 r号(上66)をもち， ?uh (上4) と読むG 解説に<樹の名，

漢語>とあるために，梧(梧棋，あおぎり)ではなかったかと推定できる O

つぎに，各文字につけられた反切を検討してみると，これもまた極めて興味

のある事実がわかってきた C 特定の文字には，二種類の反切がついているので

ある O 少し煩雑で;まあるが，部を数多く出してみたい O

(1) ヨ括経伝平67 -i 

~t託平67 -i 
(2) 誇 撃を三 平65 -! 

おt1J平65 -1 
(3) 努議院平59 -lU 

芸if詑 平 3 -lufi 新しい長切

(4) 持 基支11主 上 7 -1 ~文海雑類』欠ける
議[25

(5) 蔽湯発

mt夜
間亥締法上44 一説
i1tj差 上44 -bfi 新しい反切(? ) 
i1仁義 平91 -;:>f r文海』の反切と一致
説姦平91 -;:>r 
悪犯 平58 一平

説草平58 -u 
(9) 拡該溺平35 -efi 

車[愛平35 -efi 
(1日令手La平15 -~N 
mt琉 平15 -~N 新しい反切

(11) 徽 蒜銘 平40 占 『文海』の反切と一致

IDt%1平40 -le 
間 12t ZM良平53 -ow 

鞍t妓 平53 -ow 新しい反切

円

n
n
n

3

3

 

τ
A

》

2
・A

》
唱

i

ヴ

t

宅

i

電

i

円

h
U
F
h
u

上

平

平

(7) 第
一
鴻(8) 

『文海Jの反坊と一致する

別の新しい反切

F文海』の反坊と一致

新しい反切

「文海雑類Jの反切と一致

新しい哀切(? ) 

「文海』の反切と一致

新しい反切

f文海」の反切と一致(? ) 

新しい反切

『文海」の反切と一致

新しい反切

『文海Jの反切と一致

新しい反切

『文海』の反切と一致

新しい長切

『文海Jの反切と一致
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各文字につけられた二種の反切の中， 上段(原本では縦書き右部〉 に書いたの

は， u文海~ u文海雑類』で使われた反切と一致し，下段〈京本では左側)に置い
たのが新しい反切である G 新しい反切の大きい特徴は，反切上字を整理統合し

て， 説 1-(来母)とれz-(日母)にまとめている点にある O 上にあげた例で書

き換えられた反切上字を呉捧的に示すと，つぎのようになる O

i司い反切上字 新しい反切上字
a b c d e f g 

f長線鉱救援誇得一鋭

j降 3語学t 一一令れ

そこで，書き換えた反切上字が，もとの F交海.]u文海雑類Jの反切上字と
同じ{高値を示しているのか，それとも反切の実質そのものが変っているのかを

検討してみなければならない G

まず，もとの反切上字の系聯関係をたぐってみよう O 上に示した反切上字の

相互関認を，理解できる範盟内で系聯関孫の型でまとめると，数個の反切類が

成立する O

C e f 

喜支=説-iZ-13一義
¥ / 
占1t134久

g b 

1 発ニコ京、 亜 誠一税

a 

ゑ

友一一一一

銭

な

花
一
一

意

紘一
一レ
i
u

髭

d

辞

E

M

M

U

7

 

h 

v1 h拐-iFL

4tー)あ=批

乙の反切上字 1類は，漢語の来母とチベット文字表記iーがあたるグループで，

西夏語トを代表する o n類も同誌に iーを代表すると考えてよい O
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主jtく恩> (平29) j莫チ
勃 li lifi 

EZ く出> (平 2) -L・
ノ¥ u

 

v毛
筆

A

噌

-
a
A

反切上字亜類は，それに対して， 漢語の来母とチベット文字 lhーで表記され，

西夏語 hlーを代表した G

茶く琴> 宅eJ柔〈平94の上声) 漠量 チ lha 的

ほかに郡司会←;ゑ， 長文=震の反切上字グノレーフ。も西夏語 Mーを代表

し，つぎの例がある O

玄z く解く> 渇駁(上38) チ lhi hlaw 

1J~ く増す>

節仁くもつ>

く平4)

説、海〈上41)

、~子

決魯 lhu 

lhi 

hlufi 

h1iew 

反切上字百類は， 漢語表記来母とチベット文字表記 ld- が対応するグループ

であり，西夏語 iーを代表すると考えている O

22 く農耕>(平67)
務Eく怠る> (平61)
私く及び>(平69)

反切上字V類は，漢語表記口来母とチベット文字表記 rーがあたるグループで

あり，酉夏語の rーを代表した O

漢 カ チ ldi h 

領 lde h: 

勃 ldi，ldih li 

14ヒく骨> (手86)
君主く得る>C平79)

者ヒく弦> (平77)

漢己冷チ

己力

口冷

re， n: rまr

n nr 

nr 

反切上字V類は，漢語表記日知，口移，口移則などとチベット文字表記 gz-gzhー

があたるグループであって，酉夏語量一(1I.z-，尚一〕を代表した O

潟く煩わしい>(平67) 漠 日知チ gzhi きi

形元<父> 〈平69) 己移民 gZl ii 

jあ くふさい>(平11) 己移 iifi 

授とく左> 〈平69) gzhi ii 

そのほか，つぎの反切上字類も，西夏語きーを代表したと考える。

乏=議一議一説

5
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j支く南>
~ 

設く重い〉

寂くひも>

扱く漢>

議あit(平86)
乏説1(平79)
告主流(平77)
森11(平80)

浅口移則 zir 

きir

巳拶

zIr 

zor 

以前に私ほ，西夏語の流思音の芦母(初頭音)の単位として， 1-， h1-， 1-， KZ-， 

K-，泊三ーを認めたが，いまあとの三つをまとめてー単位とし， z-に書き改めた
いO 以下で述べる韻図(1'立法の方ではない)で， 流愚音類の位置では， それちの

単位は，関口韻と合口韻の弁別と関連して，複雑な配置を示すので，そこで再

び詳しく検討したい O しかしながる，上述のように，乙の書名不詳の韻書で西

夏語の声母を lーと主ーの二つに続ーした事実が， この韻書がもとづいた酉夏

語の体系を反映しているのであるならば，そこには，新18二つの段階の毘に，

言い設措 1-hl-1-r- →新しい段階 1-

vZ 
ー-?砂 vZ 

といった変化が起っていて，西夏語自体に古い段措の弁別が消失したために，

新しい反切を以って書き改ゐる必要があったことを意味する O これは極めて興

味のある現象であると言わねばならない G これについて辻，韻~全誌を検討し

たのち，再び論じたい O

この韻書の残片で，声認の表示は，平と上のほかに，平去があることをさき

に書いた G これもまた極めて重要な意味をもっている O

7文海Jの平声77韻では，反切下字詰，二類に分かれる G その声母との分配

関孫をみると，

反切下字

-V
し
脅
え

一一
宗
↑
役一一一

一
航
続

初頭音舌頭 軽唇出頭

重唇九二流軽唇歯頭

となって軽唇者と歯頭晋では，反切上字が同じで，反切下字で対立する一対の

音節があることを示している。

反切下字 軽唇音 I ;元
I すえ

}1~ 話E 醤頭音 n~t

j拐殺 統

，望~ Iコ 苛 マ日

~ñi JFn 1 -111 

j最J昆 II -1r2 

( I日坂 F同音Jでは前者は軽唇音吉類，後者は歯頭晋51類と52頬に配罵される)

いままで，この反切下字 I類と E類がどのような弁別をになっていたのかは
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っきりしなかった O ところが，乙の韻書の断片の中の軽唇音類のところを見る

と， すえにiま，平去の注がついている O したがって，乙の二類の対立は，一方

が平声〔低い平板型〕で，他方が平去声〔平板から下降する型?Jに発音され

るところにあったと推測できるのである O 歯頭音類の該当部分はし 1ま辻散逸し

ているが，おそらく同じ種類の記入があったものと考えられる O

平声31韻では，反切下字は一類であるが，軽震晋類に詞じような現象が認め

ちれる O

平声31韻
長持 務 n~

乙の反切上字務と J~1 ~ま，共に平声_1奇V1;まN

ぷ再 度2稜 〈、平Il)V去tまEコ4 12韻に罵していて，違った反切上字を

平声12韻
Z持

→ゴ主十宇 主4ぜE‘a砂1 ー勾vWlfi
使って示されているが，実はZZと玄
は系聯するのである O

度Z 11釘} 、勾vWlfi
平声31韻と平声12韻における軽唇音

の対立;ましたがって，この韻書に記入

された平去の声謂によって解決できる O

つまり反切上字 Jliは¥Il)V- C平去声〕を代表していたことになる O

変ー玄ご悉
平7 平日平7

平声15韻， 19韻， 69韻にも，声母 W-:II)Vーの対立を認め得るが， それとと

もζ声謂の上でも，平声対平去声の対立があったことが，乙の韻書からうかが

える O

平声15詰

必
涜

平声19部
重度ζ

&tヒ
絞mL_wla 
首長郷仁、lI)Vla

iZ1支 _WdN

椛忍平去、勾VdN

平声69韻

2?主
遺言

1lJ局長 _Wt 
3k綴平去、勾vi

乙の韻書が基盤とした西夏語では W-:Il)Vーの対立は消失していて， 曽つ

ての初頭子音の対立が声調の対立に変貌していた可能性も十分に考え得るので

ある O

{7JJ _WdN → _WdN _wla → _wla 

、勾VdN 一夕 、W;:}N， 、埼vla→、wla

以上考察したごとく，謹々の点で，この綜合的な韻書法， r文海J ~乙代表さ
れる西夏語の音捧系の再構成とその後の発展を考える上で，価値の大きい情報

を伝えていると言える O
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さて，いままで掲げ了こ西夏語の韻書を，私はっき、のように系統づけてみた。

『文海宝韻』

、、

F雑類』 了間音j(初坂?)

/未だその残片も発1
(写本 断片のみ残る〉{ i ¥見されて "tx..V i J 

f文海雑類j r司音j (1日版〉
(f干刊5体本 新片m悶2幻1葉) (~子5休本 山 2 ほぼ
のこる / 靖した形態で残る

¥f1PJ音j (新版〉

(刊本日完備した)
形態に複元できる

( コズロフ・コレクション中)写本 ) 
にあったが，今は行方不明j

f文海(宝韻?)~ 

( 上下二巻の中刊本
上巻のみ残る

書名不詳の残巻(綜合的韻書)

(巻子本写本，残片5枚が現存する)

コズヨフ・コレクションの中， No. 4152と No.7837も， また韻書の断許

である o No. 4152は，左右に 2頁貼付けた断片で， No. 7837 は 4頁に新

片 6枚を貼合せたものである O 文字の排列は?同音jNo. 207とほぼ一致する O

文字は整っていて，特別な書法によって上下につめて美しく書かれている G 一

頁に30字が入り，各文字の右側に文字の分析を示し，下に意味の解説が置かれ

るO その解説は f文海』よりも笥単であり，ときに文字の左側に反切がついて

いる O

文字の分析例

Jl受按a 愛妻く清める>辻)芝<子>全体と殺く清い>の
Z壬 傍(から成る)

この分析に，全棒晃および編 3捺月などの説明に略記号を使っているの

が大きい特徴である o .fl:は誕<全体>の時!~ま訪ヒ<編>の略， 長は

尼じく接>の略記号である o W文海j W文海雑類Jはもとより，綜合的な韻書に

も，これらの略記号は使われていなかった O この断片ではじめて認められたも

ので，この韻書はやや後代のものではないかと推却できる O 意味の解説と反切

の伊jを一つづ、つあげておこう O 同じ文字に対するよく似た解説が No.4152と

棚上掲注(引のレニングラート昌録に含まれる 16oe3 Ha3BaHlUI.φparMeHT CJIOBap叉TlHIa
“B9Hb xa員"と17の中の一点にあたる。

江自 cf. E. 11. KbI'IaHOB， H08bIe CJIOBapH B TaHryTcKo詰 KOJIλeKL{HH pyKoIIHcHoro c06paHl慌
JleHHHI下a瓦CKoroOT.lI.eJIeHH冗I1HcTHTyTaHapoぇ08A3HH AHCCCP， Cmpa1ibl u Hapodbl 
BocmOKa， 1962， BblII 1I. pp. 231-242. 

no 
nu 



No.7837にあった C

新 潟m.締結建私稲叢震え私 (No.4152) 

mba とは綿相子，婦人に被せるも也
(上15)

続続縮Zあえ季語ヒ教徒経伝燥口絵詰終日え (No.7837) 

mba とは綿帽子，婦の頭に被せるべし，漢語套(? )口と綿恒也
〈上15) men.mbu 

反切 説話E格
設、

tきa mbI吾
〈上15) (上8)

va 
{上15)

mba 
(上15)

どのような意味があるのか未だ解明できないが，反切下字が反切上字の左翻

と下方の二信所に置かれている Q 左側の文字と下方の文字は同じ韻類(この場

合上声15韻〉に罵しているから，どちらに読んでも反切は成立する O

この韻書の断片もまた詳しく検討する価値がある。

第四章新版 F同音j

rOp6aQeBaと KhIQaHOBが編集したレニングラードにある西夏文献の目録『西

夏語の写本と刊本~ (T aT-lzymcKue乃!KOnUCUu KCUJlo苧actbl，MOCKoa 1963) による

と， u"同音J は，発掘番号 No.207， 208， 209， 2619， 2620， 2902， 4775，4776， 

7934とあるが，とのほかにも， u"胃音』の断片法残っている O またレニングラ

ード以外でも，英国博物館のスタイン・コレクションの中にもある G 私は f同

音Jの完壁な研究が出来れば，西夏語の研究は，音形式の再構成の面でも，語

葉研究の冨でも，格段に進展するものと信じている O

レニングラードのテキストの中で，最も整った『同音』誌， No.207とNo.

209の二つであって，前者は曽って羅福成が書写し，複製本として刊行したそ

の原本にあたる。羅語成の筆写には誤っているところがあるが，それについて

は，別の機会に指摘したい O 後者iま，より豪華本であって，いまは裏打ちされ，

丁寧に保存されているが，残念乍ち序と重喜音類のはじめの部分を欠いていて，

完本ではない G しかし，後述するように，その欠けた部分の中の数枚誌，いま

では補う乙とが可龍になった O
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私は No.209は， No. 207の改訂新坂であると以前かち推測していたが，そ

の推測を裏付ける新坂の序文が，やはりコズロフ・コレクションの中に含まれ

ていた G その序文は上下に切り離されて，下の半分が裏打ちされて，No.208の

中に， 1，2，3，4頁がそれぞれ一枚ごとおかれ(もとの発掘番号は No.4774). 

三枚目に， 1，2，3，4}三の上半分が裏打ちされていないーまとまりとして

挟みとまれていた G それらを引き伸してみると，裏打ちされた上半分とちょう

ど上下に繋がって，新版の第一葉かち四葉までが十分に判読できる形になった O

第一葉(la，1b) ~ま新版序，第二葉 (2a ， 2b) 江田坂序，第三葉 (3a，3る)ば重唇

音一品，第四葉 (4a，4b) は重唇音の小断片にあたる O

『同音』重訂序を訳すと，つぎのような内容になる(7行，一行14字詰)0 

「さて司音は，先ず切韻博士ぬ懇話r.llt泌窃市Il 等が事を起し，

後に新字を増すにより，信語￡詳Lhi右手 ~IFt況玉誉Ufえ等が新字を含め，
別の向者一本を作る O 乙の如く!日，薪二類自ずと(異る?)。これ亦，節親王

(庇-1玲与支)鬼名 (i読む批)徳明，西夏字に深い慧〈をもち)， I日寂に雑有り，

新字に異が起るを見る故に「京序の中の，先集稀れに苦Lるなどの四句世」そ

こで，信語泊 n~G 衣笠(呪羅文信)に語い日新を合成し一類を作る o r三

縫
花
抗
日
批
織
銀
総
品
川
町
川
翁
為
琉
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向
以
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紘
一
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才の序の中の，大臣悲みを起す等の四句塩J，今比本，それなり，比れ亦眼心

ロヨ未だ離れず，徳育，比の文を見て雑乱あるを〈うれし'1)，文海宝韻と詳か

iと比べ，勘校し，よくよく訂す。忘失を正し，含まず，新たに造り，口を亦た

増す。秀智夫子，比本を校するとき，誘謙を起すなかれ，増減を誤IJり，理……j

第二葉花孟Z5急落乙同音原序は No.207の序と一致するが，ただ2hの三行
自に，大字六千ー百三十三，註字六千二百三十とある実数は省かれている O

乙の新版序から No.209~ま， r文海宝韻J(=f文海j?)のシステムと照合して，
!日坂 No.207を改訂したものであることがわかる O 改訂した主な点は， I日版に

おいては，小円から小円までの一類に，平声韻も上声韻も混入させていたのを，

F文海宝韻J(=f文海j?)の韻類分けに合わせて，拾っきり弁別した乙とと，注字

をところどとろ改めている点であると思われる O 乙の序文を書き，そして新坂

の編集記力をつくした徳育は，当時の一級の学者であり，このほかに『新集錦合

掌置文Jや『同義一類』の著者でもあった O またさきに述べたように，この序

文から，切韻博士なる称号が，当時西夏でも使われていたことも明らかとなるO

また重要なのは，この序文に出てくる『三才〈雑字)jから引用した四字は，

『三才雑字Jの序文の中に確認できる乙とである O この例も含めて，最近は，

西夏の文献相互の関聯がやや明らかになって来たと言える O

現在レニングラードで立派に装丁され保存されている新抜 F同音j(No. 209) 

は， 7bから 51aと52から成っている O いま序文を含む 1aかち 4a(4bは小片)

までの欠けた部分を，断片として残っていたものかち補った C ところが，さら

に No.4775に含まれる一片から， 7aを補足することができる O この一片は7b

に残るおり左一行の残存文字とぴたりと一致し，それかち分離したものである

ことは歴然としている O また， No.209で51の丁数がつけ iられているところは，

実際は52であり， 50aは51aが正しい O そして No.208の資料から 51hを補う

ことができる O それ故，新刊『司音Jは，全誌で了数 1から4aまでと 7から

52までが残っていることになる O

No.209 

補足できる部分 1-4a 4b (小片) 7a 

No. 208 No. 4775 

7b-49 50a 51a 52 

51b 

No.208 

なお上表にあげた No.208は，新版『同音』の残片の集合であり，つぎの数

(部 出張 F同音jの序は拙著『西夏語の研究』工 pp.16一以下を見与れたい。



葉が含まれているoT数 1-4， 10-12， 14-15， 20-24， 25-31 (29~ま二枚あ

る)， 48-49， 51b-52o 

No.4776は， u同音』 大部分が新版

4罰の内容を示すとつぎの

の残片を 4冊に貼り合せたものであり，

の断片であるが， I日肢の新片も少数含まれている。

ようになる O

経典そのほかの残片を姑り合せたもの

『同音J断片を貼り合せたもの

F司苦』端片(いずれも下半分が欠ける)小場片4枚と半分

1. 

2. 

『同音i端片，大半は下の部分が欠ける

乙の中には，新版と内容は合致するが，行の配分が異り，柱の立て方も違

3. 

4. 

っている断片が含まれている

一
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(母上掲注 (6)レニングラード目録22(p. 50)に該当する o
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新版『間音』の中にも，いくつかの坂本の違いがあったちしい。一般に

f 同音iには，闘蝶装の中央に，書名号E希毛が入っているが，その文字が黒
地に白抜きになっているのもあり (No.2619) ， またその断片で誌書名の下につ

けられた了数が，酉夏字ではなく漢字で書かれていた O

Jr~司音 J の新片を取り上げる場合少くとも， 18版か新版かどちらに震するも

のであるかを決定しなければな与ない O スタイン・コレクションに含まれる断

片は，すべて後者でるった O

第五章西夏語韻図 F五音切韻J

第一節 了五音切韻Jの諸写本とその内容

つぎに，本稿が対象とする『五晋切韻Jについて詳しく述べてみたい。Jr五音

切韻iに法数種類のテキストが現存している O それらはすべて写本であって，

刊本は含まれていない O いずれもレニングラードの東方学研究所に所載されて

いて，現在むところそのほかにはどこにも発見されていない O

レニングラードの所蔵本は，発掘番号 No.620，No.621， No. 622， No. 

623， No.624として知られているが，そのほかにも数種類の断片があった C

その各々の体裁と内容について，まず説明したい O

No.620羊皮で表と裏をつつんだ蜘蝶装の小冊子である O 上質経に書かれ，

朱で丸印がつけられている O この書物の体裁と内容について述べると，はじめ

に三葉半(1頁から 6頁)の序文がある O それにつづいて「九音顕門j という見

出しで，いわゆる三十六字母が掲げられているは頁-......7頁いこの三十六字母は，

漢語の三十六字母をそのまま酉夏文字にあてはめたものであって，西夏語の声

母の体系を忠実に代表しているものではない。この字母のあとに韻表が 7表つ

いているほ頁-......14頁)0 第一表は，吉頭音類の声母と平声 1韻 5韻 3韻，

20韻， 36韻の結合関係を示したものであり， 第二表は， 舌上音類・正歯吾類

の声母と平声55韻， 29韻， 56韻， 41韻， 44韻の結合関係を表にしている〈後に

詳述する〉。各々の韻類がどのような根拠によって選び出されているのか，いま

はわからない。舌頭音類の前に，重唇音類と軽唇音類の二頁が欠けていること

(14，) 上掲拙著 F茜夏文字J参照。

q
3
 



は容易に推測ができる。

七審自の韻表の最後に， i衆漂海入門Jとあって， その次の頁から諮りまで

いわゆる韻国が収められている O 乙の韻図は，平声 l韻=上声 1韻からはじま

って，平声58韻=上声51韻まで合計六十一図ある O 各々の図は，縦が九欄，棋

が六欄(実際には，この中，五調のみを使う〉に仕切られており， 各騒の中に， 西

夏文字または朱で書いた小円が記入されている O 文字が置かれていると乙ろは

その奇麗があることを示し，朱丸のところは該当する音箭がないことを示すの

である O これについて江あとで具体的な例について説明しよう O

最後に乾祐突己年歳と日付があるから，このテキストは1173年に書かれたと

見てよい O

No.620の内容は，したがって，大別すると，韻表「九音顕門Jと韻図「衆

漂海入門」の二っかち成り，それに序がついていることになる O これが『五音

切韻Jの基本的な体裁である G 私は当初韻国が平声58韻二上声51韻で切れてい

るところから， u五吾切韻J ははじから完結しなかった書物ではなかったかと
推測していたが， その考えは誤っていることが明らかになった o No 621以下

のテキストを見ると，平声58韻につづく韻国も実際に残っていたのである O

No.621は，かなり厚手の紙を上下に三枚つなぎ四つ折りにしたもので，今

は裏打ちされ線装されている O 薄い綻罫がつけられ，全体で五十六頁ある G

出
出
)

序文はついていないが概略 No.620と同じ内容をもっている O まず，韻表

「九音顕円」がある(Ia，，"，5bの10頁)。その 1a日頁の意味)のはじめに置かれる

4行は，流嵐音類であって，本来韻表の最後に来るべき内容が誤って置かれた

ものであるが，そのあとには No.620には欠けていた重唇音類かち始って，軽

唇音類の韻表も含まれている O ついで「衆漂海入門」終J韻母握縄円j とあり，

平声 1韻=上声 1韻から平声43韻二上声38韻までの韻圏が収められる O 途中に

何故か平声50韻=上声43韻と平声51韻=上声44韻の韻留が混入しているが，こ

れは構然に誤って揺入されたのであろう O

韻表および韻図において使われている小円に立，黒で小円を措きその内部全
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体を朱で塗りつぶしたのと黒枠の内部にそって朱を入れたのとこ覆類が使われ

ているが，その二つは弁別して捷われていたのでiまないと考えちれる o No. 620 

と No.621は，文字および、小円の分配に異同があるが，それについてはあとで

述べたい O

No. 622質の悪い薄い紙を中央でつなぎ合わせて使ったものであるが，その

つぎ自のところを表と裏南側から薄い白抵を貼り合わせて裏打ちしている O 全

体で29枚あり，各頁には 7行また誌 9行の縦罫があり，横の段には，上下のみ

罫がつけられている O 朱筆は使われていない C

No.622には， )亨文と韻表誌なく，韻匿のみ平声45韻二上声40韻から平声94

韻までつづいている O ただし，平声87韻， 89韻， 90韻の韻留は欠け，また平声

91韻=上声82韻は，韻国の一番始めに置かれているが，乙れは明らかに譲り誤

りである O さきに述べた No.621に含まれた平声50韻二上声43韻，平声51韻二

上声44韻は，もともとこの No.622の一部であったに違いないから，内容から

見て， No. 621と622は補い合っていて，本来連続したものであったのだろう O

No.621 韻表 韻図〈平声1韻二上声1韻~平声43韻二上声38韻〉

No.622 韻図〈平声45韻=上声40韻~平声94韻)

各韻図における西夏字および丸印の分配は No.620とはやや異同があるが，

それについて辻各々の韻図において指摘したい O

No.622の特徴は，各韻函の左側に 2行にわたって，つぎにあげる特定の韻

母代表字が各韻図を通じて記録されている点にある G

続索悠え j支昂 tnt
平 1 平2 平g 平日平17 平64 平27

2言悦詫毎従編夜
上27 平33 平36 平43 平56 平49 平51

この14の代表字は，一体何を意味するのであろうか。これは，明らかに二字

づっ対をなしていて，何るかの意味で西夏語の基本母音の対立を示したものと

考えられる O 志の再構成音にしたがうと，つぎのようになる G

ih-uj平 8 -1 
平 2 -Iu 辛口 -in 

一-IWON

「17
平64 -a 

(郭9
平51

-an ド27 -凶
上27 一泊

i平33 ー ε
平36 -en 

3

6

 

4

5

 

平

平

一-dW -Jn 

-IJn 
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これは，概略

前中後

一-1 一一圭 一一法 -u 古

田

中

抵

一一ε 。 一-;)

一-a 一-Q

の対立を代表しているように推察できるけれども，なお細部については検討を

重ねる必要がある O

No. 622では，韻図のあとに，

韻母纏縄円 (26b)

衆漂海入門

平上柊

是/切韻ヲ持ッ者己口口己(草書〉

是/切韻ヲ持 γ者 (27a)

口口口口口口口ヨ(草書〕

とあり，最後の三頁 (27b，28， 29めには，つぎの五字句が四句書かれている O

j蕗lht~託 íf9.~良
j訟を2抗立と11主
鉛l1~t)吾ベ受忍
扇~ j蕗締務怒

一切上方下 (27b)

天地界諸昔 (28)

日月議時現 (28)

一切関希謂 (2gb)

乙の中間の二匂は，西夏の文学作品?新集金砕掌置文Jの初頭に出て来るつ

ぎの二匂と一致する〈界諸は世界の書き誤りであることがわかる〉。

持を錆良氏焼
鈎 jl~仁詩そを?長

天地世界昔(天地苦界の(その)昔〉

日月顛時現(日月はその時現れました〉

おそらく「五音切韻Jは， u金砕掌置文J とほぼ同時代に作られたのであろ

証言 7新集金砕掌童文Jの内容の一部法，拙稿「西夏Jrモンゴノレ帝国』世界歴史シワーズ12世界文
化社 1969で紹介したっそれは EricGrinstead， Tangut Studies， Leiden. IDC microficheの
テキストにもとずいたが， その後 KbIlJaHOBのロシヤ語訳が公表されている。“KpymIHKH
30瓦OTaua Jla.ll.OHH一口oc06He.ll.Jl兄:Vl3y可eHH匁 τaHryTcKo員口HCbMeHHOCTH. )f(aHpbl U 
CmUJlU JIumepamyp KumaH u Kopeii I掌中の黄金の粒ー西夏文字詰究に対する資料-jf中
国と薪鮮文学のジャンノレとスタイルJモスコ -196ge号以。
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o
 
，っ
No.623の『五音切韻Jは，小型(10x7. 5cm) の写本であって，薄い白紙で

表裏が被われている O 全体は 184頁ある O はじめに誤って韻類代表字葱(平声

ついで喉音類と王歯音類の欠の韻図が置かれ(1a，lb) ， jま〈平声92韻〉

けた倍処の多い韻表があり (2a，2b) ， 

とヲ1蒔D

そのあとに，

終 (3a)

五音切韻

衆漂海入門口

衆漂海入一百五韻開 (3b)

九音之韻母纏縄!贋

平1 平2 平3 平4 平5 平5 平7

平8 平9 平10平11平12平13平14

平15平16平17平18平19平20平21

託1官経J議得後扱
26踊1E殺表者忍包
誌を託1Z1Ei量発議

のごとく， No.620の序文に書かれている一百五韻の代表韻字が，平声 1韻か

ら平声21韻まで掲げろれている O そのあとの頁 (4a) には，牙音類の韻表の最

後の部分七字のみ残っている O そして，平声 3韻・上声 3韻以下の韻図がつづ

くのである O

No.623の「五音切韻Jのもっとも大きい特徴は原則として，平声韻および

上声韻の所属韻字がそれぞれの韻類のもとに記入されている点にある O

しかも所罵韻字が少数の場合には，韻図の余白に重接所韻函に余白があり，

震韻字を書き込み，あるいは所罵韻字を書いた小片が，頁の間に揺入されるか

貼付けられている O 別に 2包みの小片集がついていて，

いは貼付されていない所属韻字を補うことができる C つまりその包みは，整理

の折，切り離された端片を集めたものであって，題めて貴重な資料である O

具手本的に示すと，たとえ託つぎのような体裁をとって，所属韻字を書いた小

それによって揺入ある

片が二重・三重に貼付けられている o 5bの上に§吋むさらにその上に平声 4韻

上声 4韻の所属韻字を書いた小片が貼付けられているのである O またその上に

辻，平声93韻・上声86韻の所属韻字を小さい字で記入した小片があった O

前

半平声58韻までは， No. 620 と大体同じでるり，後半平声59韻以降は，No.624

に近い O ただし，平声 1韻二上声 1韻，平声 2==上声 2韻，平声82韻=上戸74

韻図は，平声 3韻二上声 3韻から平声89韻=上声80韻まである O その中，

韻および平声83韻誌欠ける O 平声90韻二上声81韻は 16aに，平声91韻=上声82
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No. 623 r五音切韻j

はじめの部分に置かれてい韻，平声92韻=上声85韻，平声93韻二上声86韻は，

16bに入っていた OるO また平声61韻と上声54韻の所震韻字の表は，

この『五音切韻Jに記録される平声韻の所屠韻字は，概略『文海Jの韻字と

いまは正確にはわからない各上声韻に所属する文字をしたがって，一致する O

に所罵韻字が記録されている韻類とすでにそのワストが失

しかし，所属字を記入した小片が，

フ・コレクションのどこかに残っていて，将来発見される可龍性は十分にある

〈下線は所属韻字の記載が含まれていないことを示す〉。

この No.623は，極めて重要なのである C知る上で，

No.623 つぎに

コスロわれている韻類を示しておきたい C

手33-上30

平34-上31

平35-上32

平36-上33

平37-上34

平38

平39-上35

平40

平41-上36

平42-上37

平43-上38

上20

平23-上21

平24-上22

平25-上23

平26-上24

平27-上25

平28-上26

平29 上27

平30-上28

平31

平32-上29
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平12-上11

平13

平日一上12

平15-上13

平16

平17-上14

平18-上15

平日-上16

平20-上17

平21-上日

平22-上19

平 1-上 1

平 2-上 2

平 3-上 3

平 4-上 4

平 5-上 5

平 6

平 7 上 6

平 8-上 7

平 9-上 8

平10-上 9

平11-上10



平44-上39 平58-上51 平73-上66 平87一上78

平45-上40 平59-上52 上67 平88ー上79

平46 平60-上53 平74-上68 平89-土80

上41 平日ー上54 平75-上69 平90-上81

平47 平62-上55 平76-上70 平91ー上82

平48 平63-上56 平77-上71 上.83

平49-上42 平64-上57 平78 上84

平田-上43 平65-上58 平79-上72 平92-上85

平51-上44 平66-上59 平80-上73 平93ー上86

平52一上45 平67-上60 平81 平94小片 (7字)

平日ー上46 平68 平82-上74 平95小片 (4字〉

平54-上47 平69-上61 平83 平96小片 (3字)

平日-上48 平均一上位 上75 平97小片 (4字)

平56-上49 平71-上63 平84-上76

平57 平72-上位 平85

上田 上65 平86-上77

No.623の『五音切韻iにおいて所罵韻字がついていない韻類は，上に表示し

た通ちであるが，その中，平声し 2，37， 38， 67， 82， 83の藷韻は『文海J

から大部分がわかるため，この『五音切韻Jおよび『文海iから知ることので

きない所属韻字詰，上声 1，2， 25， 33==平36，上34，上60，上74の諸韻とな

るO しかし，それらの所罵韻字も幸にして，上述したように Nevskyが『文

海宝韻』から書き写した資料によって判明し，すでに MopeIlucb.Mel-l の中で

公表されている O しかしそれによっても，なお上声85韻の所属字はわからなか

った G ところが，この No.623には，つぎの14字が記入されているCである O

稔錆枇j銘;ぇjA¥Jtr初誤殺夜等E
..>>.~ゅ(.]/t孝子主主 i際 7f:ぇIB Ai民主た(牙音)BJ官給(流風膏)

F毘音』のシステムを根拠にして，欠けているところ 4字 (AおよびB)を捕

うことができるから，ーと声85韻全体の18字がそこで判明する O

また上声86韻には，代表字見仁のiまかに， ~t 散Jj}えの 3 字と， u局者』で，

はじめの文字と同じ小類に罵する情が所属したと考え得る O

No. 623の F五音切韻』は，以上述べたようにいろいろの点で，極めて貴重

な情報源であると言える O

No.624の F五音切韻iは，全部で60枚 (la-60切かiる成り(ただし58枚目は
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重複している)，薄抵の経典む裏面に書かれている O 序と韻表はなく，韻密のみ

が『新集金砕掌置文』とよく似た立派な書捧で書かれ，続罫は引かれていない

が，経を折って行をつけた跡が認められる O ほかのテキストと同じように一頁

に一韻図を置くのを原即としているが，ときに平声23韻二上声21韻を上段に，

平声24韻二上声22韻を下段に置くように (7b)，一頁に 2 つの韻~を並べている

ところもある G

また，ところどころ小自の右側に，小さい字体の書き込みがなされている G

たとえば，平声60韻=上声53韻の最右列は， OOpi写Oとあるところ，はじめ

の2つの小百の右側に， mlε(上53)，p? (上54) の2字が書き込まれている O

o i1lt 韻図は平声20韻二上声17韻から始り，上声84韻で終る O 最後
。包 のところは顕序が整ってお与ず，平88=上79(57a)→平83と上

刻え 75 (58b上・下)→平91二上82(58b)→上83(59a)→上84(60b) のj慎
。

に並べられている (59bと 60aは白紙， 58は2枚ある)0 
平60二上53

したがって， ~o. 624の韻留は，全体でつぎのようになる G

平声20韻=上声17韻→平声91韻=上声82韻

上声83韻

上声84韻まで

以下，平声92二上声85，平声93二上声86，平声94韻"'-'97韻法欠けている O

『五音切韻』の断片は，そのほかにも，雑集の中にあった O

No.4154 未整理の雑集 この中に裏打ちされていない F五吾切韻iの断片が

18枚含まれる G

そのほかに『同音Jの断片もあった O

No. 4155 整理済み。裏打ちされた F五音切韻Jの断片が13枚ある O

No.5867 整理済み o ~雑類~の断片 5 枚が含まれる O

No. 7192 整理済みの裏打ちされた『五音切韻』の断片26枚が紙箱に入ってい

るO

No. 4155と No.7192は連続するものと考えられる o No. 4155は平声 1韻か

与平声13韻まで， No. 7192は，平声14韻から平声34韻までと，平声50韻から平

声51韻にあたる G 平戸31韻は欠ける o No. 7192は，一頁ごとにばらばらの形で

湖上掲のレニングラード目録 22に含まれる O
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裏打ちされ，各韻図における西夏文字および、小円の分配は， No.622の系統で

あるが，酉夏文字はかなり大きい字体で書かれ，小円には朱がつけ与れている O

26枚の内訳はつぎのようになる O

5枚 草書で書かれた経典の裏を使っている O

17枚 上下に紙を置き中央を貼り合せた用誌で，左端に存t.(平声1韻)にほ

じまる韻字14字が置かれる O

4枚 貼り合せが離れて，上半分または下半分が残る O

以上述べて来た「五音切韻』の各テキストを綜合すると，現存する西夏語の

韻留はつぎのようになる G

No.620 平声 1ニ上声 1→平声58二上声51

No.621 平声 1=上声 1→平声43二上声38

No.622 平声45=上声40→平声94(平声89二上声80，平声90=上声81が欠ける)

No.623 平声 1=上声 1→平声89二上声80，平声90=上声81，平声91，平声92(平声82

=上声74，平声83が欠ぜる)

No.624 平声20=上声17→平声91=上声82，上声83，上声84

No.4155 平声 1二上声 1→平声13

No.7192 平声14二上声12→平声34二上声31(平声31は欠ける〉

平声50=上声43，平声51二上声44

これらを補し1合わせると，最後の 2つの平声韻類平声96韻と平声97韻のみが

欠けていることになるから，西夏語の韻図は，ほとんど完錆していると言える O

第二節 f五音切韻』の序文と西夏語音再構成

さて，ここで『五音切韻』自誌の検討に移りたい G まず No.620につく首呈

一貫した序文から見ていこう O 乙の序はー頁 6行，一行10字詰で，やや整った

書体で書かれている G

表題 五音切韻浮のあと， 21行がつづき，行が改められ，ー百五韻母という

見出しがある O そ乙は一行12字詰で，代表韻字が 9行に並べられ 7字ごとiこ

字問の中央に朱点がつけられている O これは，ー百五韻を 7字ごと一旬として

読む習わしになっていたことを示すのであろう O 全体で15句あり (7X15 =105) ， 

最後に終と書かれている O そのつぎに九音顕円の見出しで，三十六字母が，重

唇，軽唇，舌頭，舌主，牙，歯頭， JE歯，喉，流嵐二字舌歯音の願で，九行に

並べられている O

まず，この序文を訳してみよう G
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来 Sit g砂 メ，Sl君主元土

照立 薬誌
精出

見渓 をi霊ま
長口 先

B Elt 暁委託 清 2え 議会長

ifs 亘~1l: 林況
従邪 号す先長

群え且
娘澄苦-ZhAえ-

宅j員し 轍 j込
審判1政2主

疑 3毘
舌お 5長官長 牙反i 吾メ4アil 

歯音百zもt 也音 震百Eえ
正歯音 HZ併E E 頭出音 E日B高E t 

音也 電百'謡ι え 上音召1Eし

乙の序文で列挙されている西夏語一百五韻代表字の音伍を，私の再構成にし

たがって，少し繁雑ではあるが，つぎに示しておきたい C これ法，すぐあとで

韻表・韻図を検討する擦の基本となる C

忍は，酉夏語の韻母を，主要母音の調音位置および調音方法から，大きく二

十二摂に分類した O

〔第一摂〕 主要母音 -u-u 
平 1=上 1 -u 平 2=上 2 -lU 

平 5=上 5 -u 

平 4=上 4 -ufi 平 3=上 3 -lufi 

平 6 -ufi 平 7二上 6 -Iufi 

〔第二摂〕 主要母音 -I -1 

平 8=上 7 -I， _WI 平 9=上 8 -Ie 平日二上 9 -i 

平14二上12 -lfi 平12二上11 -wlfi 平11二上10 -ifi -wifi 

平13 官lfi2

(第三摂) 主要母音 -;:}N

平15二上13 -;:}N， -W;:}N 平16 --l;:}N， -吋;:}N

〔第四摂〕 主要母音 -a -0 

平23二上21 -0 平18二上15 -a 平時二上16 -la 

平17二上14 -ofi 平~20二上17 -afi 平21=上18 -lafi 

平22=上19 -ow 上20 -aw 

平24=上22 -oN 平25二上33 -aN 平26二上24 --laN 

間 筆者は以前， 平声韻と上声部の対応を考え配分し， 102;出を毎7こが cr西夏語の研究』 上 pp.26 
一)， 上声iむのみ単独の部類の配分!と誤りがあることに気付いた O 以下改定した配分をあげるョ

これは F五音切出』の百五需の配分と一致する。
さきに，平74=と65としたが，いま平74二上681こ改めるつまた上声68語、に-urを推定したが，
チベット文字転写 grzu(涜患138小類)をもっ文字は，上吉69誌であるととがわかったため，平
75=上69にーむを，平74==上68に -1号をそれぞれ推定したいc

AA 
つ白



〔第五摂〕 主要母音ーま -H

平27=上25 -Hfi 

平29=上27 -述

〔第六摂〕 主要母音 -ε

平33二上30 -εW，ε 

平28=上26 一任

平30=上28 -i -吋

平35=上32 -efi 

平31 -HN 

平32二上29 -iN 

平34二上31 -le 

〔第七摂〕 主要母音 -e

平36=上33 -efi -曹e長

平39=上35 -le五

平37=上34 -e -可 平41=上36 -eN 

平42=上37 -leN 平40 -le 

平38 -eY 

〔第八摂) 主要母音 -'dW

平43=上38 -'dW 平45=上40 -l'dW 上41 -i.w 

平44二上39 -ew 平46 -lew 平47 -iw 

〔第九摂〕 主要母音 -0 -~ 

平48 -ofi 平53=上46 -ow 平54二上47 -ON 平57=上回一lWO

平49=上42 -~fi 平52二上45 -~w 

平51二上44 -bfi 平50=上43 -low 平55=上48 -lON 平56=上必 -lWON 

〔第十摂〕 主要母音 -1) 

平58=上51 -1) 平59=上52 -11) 

〔第十一摂〕 主要母音ー号

平日二上54 -ε 平60=上53 -le 平62=上55 -出

〔第十二摂〕 主要母音 -aα 

平63二上56 -Q 平64二上57 -a 

〔第十三摂〕 主要母音 -1 -1 

平田=上58 -! 平66二上59 一戸 平67=上60 -i _wi 

〔第十四摂〕 主要母晋 -1 -H 

平68 ーをま 平69=上61 -i 

〔第十五摂) 主要母音 -Q -0 

平70=上62-~平71=上63 -QN 

〔第十六摂〕 主要母音 -c

平73=上66 -c 上65一、
平74=上68 -lc 上67 _w1c 

〔第十七摂〕 主要母音 -ur

平75二上69 -ur 平76=上70 -Iur 

〔第十八摂〕 主要母音 -lr -ir 

平~72二上64 -lQN 

平77=上71 -Ir 平78 -1台平79=上72 -ir 
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〔第十九摂〕 主要母音 -ar -ar 

平80二上73 -ar 平81 -lar 

平82=上74 -ar 上75 -lar 平83 -ar2 

〔第二十摂〉 主要母音 -ir 一世r -~r 

平84=上76 -ur 平85 -~r 手86=上77 ーまf

平88二上79 -lur 平・87=上78 -l~r 

(第二十一摂〕 主要母音 -or -;)r 

平89二上部 -or 平90二上81 -lor 平91=上82 -;)r 

上83 _Wor(?) 上84 -うr(?)

〔第二十二摂〕 主要母音 -ir -~r 

平92=上85 -ir(?) 平93=上86 -1亨r(?)

平94 _wQ 平95 -'í~N(?) 平96? 平97?

〈平94韻以下は，いずれの摂にも所属しない)

以上に述べた二十二摂は，特徴的な母音系列にしたがって，さちに大きく三

つに分別できる O

第一摂から第九摂までは普通母音の系列

第十摂から第十六摂までは，緊喉母音の系列

第十七摂から第二十二摂までは，捲舌母音の系列

さて，韻表や韻図の呂的ば，乙れ与の韻母のそれぞれがどの声母と結合して，

西夏語の有意味な音節を構成し得るか，換言すると酉夏語の各音第の枠組を提

示する点にある G

そこで序の中で，声母の代表字として，九音顕丹の題のもとに三十六字母が

掲げられている。 しかし， その三十六字母は本来漢語の声母の体系を代表する

ものであって，西夏語の声母の体系を忠実に反映していると辻考え難いのであ

るO 西夏語の声母体系を代表する字母は作られなかったろしく， 現存するどの

文献にも，それは見出せない O ここでは，声母体系の一つの基準として漢語の

三十六字母が使われたのであろう O

九吾顕門の声母の音揺を，一応つぎに掲げて，韻表の考察に入りたいC

重唇音類 p- ph- ph- ロ1-

軽唇音類 fh- fh- 勾w-

くw- f- 時v-)

舌頭音類 th- th- n-
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l1p-もh-

kh-

柏-

kおーk-

一
一

c

u

v
門出

号一

-
一

C
J
u
v
Q
U
 

手y-x-x-

tき一

?一

tsh-

iきh-

tsh-

tきh-

ts-

舌上音類

牙音類

歯頭音類

正禽音類

喉音類

苦禽音類 去一

西夏語韻表「九音之韻母纏縄}痕」の分析

上述したように「五音切韻』

声母と韻母の組み合せを表にした韻表がある O この韻表が，三十六字母を基準

酉夏語の基本的な母音を代表する韻母との組み合せ関係を表示したも

iとは，No. 7192 No. 621， No. 623， No. 620， 

第三節

にして，

そこに示されている韻母がしかし，一見して明らかである C

声母の種類によって，

のであることは，

なぜ異同が起っているのかについつまり，

まだ解決できない問題がある O

乙の韻表は，

各表ごとに，

ては，

の名で呼ばれていたと推測して「九音之韻母題縄!喪jおそらく

iまiま誤りはない。

つぎのよう誌なる G
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その残片である No.623と No.7192 は別にして， No. 620と No.621を

比べると，声母の音類の排列}I自序が一致していない O しかし， さきにあげた

『五音切韻3の序では， 重唇，軽唇，舌頭，舌上，牙，歯頭，正歯 IJ長， 舌歯

の)頓に並べられ，ただ流風音が舌菌音と呼ばれている点が異っているが， lr同音J

のj領序と全く合致するから，上掲の No.620が本来の煩序を示していると考

えて差支えがない O

つぎに，その順序にしたがって，各写本を比較しながち，西夏語韻表の内容

を検討して行きたい C

韻表 l 重唇音類

重唇音類韻表;ま No.621のみに残ってい

~á長i iまえ 義者 j氏 薮 るo No. 620かち見ると，本来これらの韻

託手ヒ II1弘 n文 占丹う人「
表には，縦罫と横罫が引かれていて，格子

• の自の中に西夏文字と小円が最込れた形に

告尋 率-ur妄-
ー
雲る 主主 なっていたと考えられるが，今はわかり易

設‘ 安支 ー
尋乙 JZ く左の表のような形で提示した O 績の第一

寧蒜 訳書え
ー
千幸仁 a& 列;こ奮 p-湧 ph-並 ph-明 mb-が置か

~ 効全
ー
五主 -11~ れ，かなり大きい字誌で書かれている O も

明 51主 涜 去f
っとも左の上には韻の字が書かれ，縦列最

NO.621 重署音類部表 左端に並べられたのが西夏語の韻類代表字

本夜が正しい。 であることを示している O この韻表では，

とから平声 1韻，平声 5韻，平声 3韻，平

声51韻，平声 8韻が選ばれている C

乙の韻表1からつぎの諸点が判明する G

(1) これるの韻類ζ は並母 ph-をもっ西夏語音節はまったくなかった O しか

し並母の代表字は，上声31韻 phreであるから，百夏語でも b->ph-(低音語)

の変化がいくつかの韻類で起っていたことは， 十分に推測できる O たとえば

*bre>phre (低音語)<稗>

(2) 平声 5韻と湧母 ph-の枠には，上声 5韻の字が入っていて， phuには，

上声韻のみで平声韻はなかったととがわかる O 言義上5く成長する?>は，独字

であるため，その初頭音推定に平声韻の反切を使えず pu，phu， mbu のいず

れであったかを決める確証がなかったが，この韻表かち，その声母がうhーで

-128-



あったことが明白になった O

(3) 平声韻 3と奮母 pーの枠には上声 3韻の字が入っている o plun には平声

韻lまなかった O

また，この韻表は，各西夏字上声韻の反切上字の整理にも大きい証明力をも

っている G たとえ;ま，韻母の枠に入っている文字は，つぎの反切をもっている O

法
廷

τ

i

F

h

d

 

平

平
1fI蒜
jf ~ñl 

平51 ~忠

平 8 #~ 
~f j長

夜託

部分的にではあるが，うーを代表する 2つの反切上字のグノレープが成りたつ O

Iの系聯は上例か与すぐわかるが， nの系聯昇j=12

(a) 行 杭喜三(平10

(訪批表あ(平30)

は2つの反切(a)(訟を補えば同じように考え得

るO この反切上字グループ IとIは反切字そ

れ自体は直接に誌系聯しないけれども，それ

E ~fご批ー多

らが等描値 pーをもっていることを，この韻

表が証明するのである。

各々の反切上字について，乙の種の証明をするととは非常に重要な操作では

あるが，あまりに繁雑すぎるため，すべての声母について述べることは，ここ

では省略して，必要な範囲内で，以下反切の系聯関係を示してみたい G

この韻表1の西夏語音形式を，音素表記に改めると，つぎのようになる O

話表1 重唇音類

mb- ph- ph- p-

平 1-u mbu X phu pu 
上 5

平 5-u mbu X phu pu 
上 3

平 3-lufi mblufi X phlu日 plufi 

平51-bfi mbb白 X phbfi pbfi 

平 8-1 mbI X phI pl 

韻表2 軽署音類

軽唇音類の韻表も No.621 ~こ限られる O 横第一列に非 f- 敷 fh- ，奉 fh- 徴

Il)Wーが置かれる O これにあたる西夏語の声母は， w-f-fー〈母音謁)llJVーであっ

たと推定したい O 続列の西夏語韻母には，上から平声40，平声 8，平声10，平

Q
d
 
つ中



~~足! 告忌 l主主 占互エ1孟
制F哨話#乙-
声19，平芦35の各韻が選iまれている O

この韻表から判明する乙とは，つぎの諸

鈍! 。 。 。 当長f 
点である O

三丞 主え 。 。 ーT蝿両ず乙- (1) 乙れるお韻母と fーが結合する音節沼

支 首長 。 。 λ4主1ιi 西夏語にはなかった O

d白 静t d，L区.L..乙 (2) No.620 の序では，徴の代表字には。 。

t 雲31 受R
者長〈平51)が使われているが，この韻表で

。 。

教 奉 敷 ゴド
{ま全rt.(平10)が使われている C 乙れ;ま単な

No.621 軽唇音類韻表 る書き誤りではない O 者n: l1Jvi (平10) と

者.~ l1JvI:>n (平51) は共に<送る>を意味し，私がA形式B形式と呼んでいる

いわば動語の窟折形式に該当する o l1JvI:>nは，人称接尾辞の前とか，禁止の

助詞のあとで夜われる形式である。乙の~重の動詞の B形式がこの韻表の中に記

入されているのである O

平声10韻の列に量かれた先〈平51)wI:>nくする>も，動語終 Wl 平声10)の

B形式であった O とれらの関係をわかり易く示すと，つぎのようになる。

く送る>

A形式保勾vi(平10)

2形式合長時vbfi(平51) 宅
2ム

、1
F

同

u

m一
平

伊

E3
 

〉

w

w

一
内
務
訪

く

そして平声10韻の列には， A形式を書くべき筈であるのに，実際にはB形式

(平51)を記入している C この事実は， あるいは動詞の3形式が12世紀の後半

にはもほや使われなくなって， A B南形式の酉夏文字の弁別があいまいになっ

た段階を反映している可能性が考えられるが，この韻表に見ちれる事実は，大

へん興味深い O

(3) 最後の列，平声35韻には， 撃1l1Jvdi (平35)と 3艮W宅(上54) がある O こ

れは平声35韻 -enと上声54韻 -ε が極めて近以した発音であったことを意味し，

私の再構成形式が，この韻表の排列によって支持されたと言える O これもある

いは wen と w~ が合ーした段措を反映しているのかも知れない (cf. p. 107) 0 

この反切上字について述べておく必要がある O との韻表に限って言えば，ゴド

母には，反切は2類，徴母にほ一類が認めちれる O

倒 西田龍雄『西夏文華厳経JlII.あとがき p.11 京都大学文学部1976を見られたい。

nu 
つリ



ゴド ま 当R支2 て7宅え，・ 工程一紙ご古今

-苅H宇と 主義広:
i4t51t 1 務忽 II.桜→殺ご沼i

mt ;益段 (平61) (平67) (平59)

会民 桜 ~lì (平声韻の反切〉

徴 政 設費三
III.続ロ駁

吉良 設錆色
官長 存宗Ajj批
許七 r.i1 ~liÎt 
彰} 言えI長}

I類と E類には wーを，重類にはIlJVーを推定したい O

しかし，このIlJVーが， u五音切韻jが作成された当時には，すでに wーと合

ーしていたことは，十分にあり得た変化である (cf.p. 107) 

この韻表2の西夏語音形式を，音素表記に改めると，つぎのようになる O

韻表2 軽唇音類

時V-

平40-le X 

平 8-} 勾VI
可ζ51

平10-i 勾vl;>fi

平19-la 町vla

平35-tfi 珂Vε員

韻表3 舌頭音類

l~是 I Jf 否I~ 言壱 点兵、、

評ヒ Ifuえ 。 まも 三長

す尋 持 。 1í~ 雪Z、手ι字

評定・ ?4示o 。 係 4felヂえ

1ft 業 。 汗と i院と
4I時Eもヶ ;と 。 長詳 Z民

泥 定 透 t品ffij

No. 621 苫頭音類韻表

f- f- W-

X X wle 

X X WI 
平51

X X wl;>fi 

X X wla 
上54

X X wε 

舌頭音類の韻表は No.620 と No.621 

にある O この韻表では平声 1，平声 5，平

声 3，平声20，平声36の諸韻が選ばれてい

るO まず， No. 621を基準にして， No.620 

との相違点をあげると，つぎのようになる O

(1) No. 620では，透母の列に小円が置か

れ，定母の列に透母の文字が並んでいる G

これは，上にあげたように， No. 621の方

が正しい O 定母とこれらの韻母との結び付
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きは，酉夏語にはなかったことがわかる O

(2) No.620 は泥母と平声36韻が結合する音節の代表字として託(平36)ne1i. 

<赤い>をあげるが， No. 621では上声33韻の詑く慈>が入っている O

(3) No.620では，泥母の文字と韻類代表字の間に，下にあげるように，小さ

い字誌で余分に 3字が書き込まれている O
一

芳

i

F

h

u

q

u

n

u

n

h

u

一

つ

“

n
J

一

平

平

平

平

平

一
泥
孫
悟
放
者
お
れ

一

芳

川

ザ

長

級

円

δ

円

i
A
h
u

一

1
i
q
o

一

平

上

平

No.620 

この書き込みが何を意味するのかは，すぐあとで

反切上字と関連して説明したい O

(4) 泥母と平声 1韻が結合する音節代表字 5温法
F文海Jには含まれていない O しかし『同音~ (新

版〉では，舌頭音類独字に属していて， zziiえの注
があるから， ne1i.と tuの合体字 nuであることが

わかる O この文字は特定の意味をもたず，専己表音

のために長われる合成字である O

泥母の反切上字を，この韻表に出て来る範囲内で整理してみると，つぎの三

類の系聯関係が認められるつ

泥母 す尋 海銀 ぎた=紋
(平14) (平7)

t?t3〈， え誇E百支 26Zーおt一院
(平11) (平30) (平3)

4干Z支A 震えゑ 活支

4五a百団 曜夜、 車 免ご峰

(平3) 〈平11)

~È. 義 弘は反切不詳であるが，あとの二字は，第亜類の上字をもって

いたと推定できる根拠がある o I類と I類には n-，III類に辻 ndーをその音誼

としたし可。 No.620， No. 621の泥母法 IとE類に該当し， No. 621の余分に書

かれた三字は，乙の反切上字亜類に罵する文字であった O

この韻表 3の西夏語音形式を，吾素表記に改めると，つぎのようになる O

つ白n
d
 



1m表3 舌頭音類

n- th- th- t-

平 1-u nu × thu tu 

平 5-u nu X thu tu 

平 3-lu良
〈NnOdBS12u9〉a 

nlufi X thlufi tlufi 

平20-afi ndafi nafi X thafi ta邑

平36-efi ndefi nefi X the五 tefi 

韻表4 舌上音類

舌上音類の韻表は， No. 620と No.621にある O 上段に大きい字誌で書かれ

た声母の代表字は知キ一徹キh-詮杭-娘

慈

一

反

搬

銭

益

綾

娘

瀧
一
新
一
統
批
数
等

予え ト
免
一
『
合
意
笠
井

j

v

F

4

乏

z

d

。

。

。 :::0:ニ
~/J 

。 3持

品設。
Jえ
{玉王 徹

おo.621 舌上音類韻表

気
一
滋
歳
説

2dh 

-
2
n
H
 

，.t:/. 
メf~

知

玲ーであり，それに対応する西夏語の声母

辻， tS-t品ーと 時ーであった O それらの

声母と結合する韻類として，ここでは平声

55韻，平声29韻，平声56韻，平声41韻と平

声44韻が選ばれている O

『同吾Jl(新版)の舌上音類は，所属字が

もっとも少なく， 23字しかない O その中で，

この韻表に出て来る文字は， ~長!.除，

益，蔀tの4字に限られ， いずれも娘

母の列に入っている O この韻表に記入された以外の文字は，牙音類の 2字を除

いて，すべて正菌音類に登録されている O 当時は，鼻奇声母の外，つまり知設

母には西夏語の正歯音をあてた方が妥当であると考えたからであろう O

上に掲げた No.621を基準に No.620との相違点を，つぎのように指摘でき

る。

(1) No.620では，撤母の列にはすべて小円が置かれている O

(2) 娘母と平声55韻の代表字は， No. 621では， 庭(平50) sIow であるが，

No.620では， ifit (平55)ポONが変われている O 後者の方が正しい O

(3) No.621で泣，平声44韻と知母，徹母の結合に牙音類の文字が使われてい

る。その理由はわかちない O

qu 
qu 

噌よ



mlえ
最左列の代表韻字が 2掴処相違している

lt. 

kh主N(平32)ku 〈平58)作え

(4) 

Ait:. (房む上27No.621 平29No.620 

ゑえ平86lfえ平41

No.620の方が正しい

ここで使われている範囲内で，ま良母および知母の反切上字を整理するさて，

知←術
よ(平10)
i干J...

(平10)

2庇 でで7・
(上10)

つぎのようになる Q

~ñt良

? 

λ
1
品弘

司
U
G
O
O
B
R

娘母

と，

{粥 jM'int)約2長各

=玄(正歯音〉

〈平10)
護-215
〈平9)

3度瀦~~ 知母

授、

〈平2)

斉支三愁役

診車tノ品交

~i (菌頭音)
〈平3)

治=
(平30)

あ業五Ilt

訴訟〕〈玄ZiZ?Ei3 
品"-

Ult 2産2及宮~

R人

つぎのようになる O吾素表記に改めると，乙の韻表4の西夏語音形式を，

た1ユ注
目上干十白荏1表4

No.620 No.621 

争

L
Y

¥h-柏-I1，-

tきlONX X IlplON 

tsi良X × pn 
・
重

zn坤

ヰh-

i二48
tきhlON

Ix 
平55-lON slow 

;舌上
I Ilpifi 
:舌上上49

平56-lWON IlplwON 

-IlpeN 

¥h-IIp-

平55-lON tSlON × 

上27一泊tSifi tShi良× 平29一日

tきI曹ONX × IlplWON 平56-lWON iきiWONtきhrwON
j二36
tSheN 
弓乙32
khiN 

× 

tきeN

X 

X 

X 

X 

X 

IlpeN 

Ilpew 

ご〉

平44-ew 

N
 

》
史
認
川
・

1
.半-Zu--

d斗
Z円。

X 

× new 

平41-eN 

平44-ew 



韻表 5 牙音類

l~晃 三面 三亘 会主 ゑ
牙音類の韻表は， No. 620， No. 621， 

百衣 zib O 4'45‘Jt bK ‘ t1t 
No. 7192の二種類があるが，あとの二つ

詰芝- 2秀広 数 35F凡2 
はほぼ一致する oNo. 620と No.621で

C 

iま，かなり大きい異同があり， No.620は，
Z議長 受元 O 技 五色 韻母のより細かい弁別を表にしていると

メ~~メt メザ?ムと O 1客 支ヨ会持え/. 言える O この韻表は，見渓群疑と韻類平

発 11.fr1 O 事J47SA2S 認き 声 1，平声 3，平声 9，平声11，平声20

疑 群 渓 見 の結合関イ系を表示したものである o No. 

No. 621牙音類韻表 620と No.621は共に平声§韻 (-1引の
*** 事

~TI の誤 21Zの誤 代表字を字形のよく似た平声28韻(一也)

No. 620君主 村搭 の誤 の代表字と書き誤っている O

No.620と No.621の大きい相違は，

渓母と群母の列に認められる O つぎに両者を対照する O

No. 621 Ne. 620 

渓 群 渓 群

平 1 平 1 O 教平 1殺平 1

平 3 平 3 O O 平 3

平 9 平 9 O O 平 9

平日 平11 O O 平日

平20 上17 O 上17 O 

No.620では， No. 621の渓母の列にある平声 3，平声 9，平声11の文字を

群母の列に移し，群母の平声 1韻のところには，到の文字を置いている O した

がって， No. 620では平声 1韻に渓母と群母の文字が対立するのである O この

二つの文字の『文海iにおける反切を調べると，つぎのようになっている O

渓母設 鋭部長 群母特設或

平声 1韻の反切下字は二類あって，互に系聯しないが，上記の諸悪と三度

は，共に I類の方に属して互に系聯するから，再者の弁別は反切上字にあると

見なければならない G ところが ~t は上声韻〈上10) で直接反切はわからない O
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しかし F同吾.](1日坂〉牙音29小類の平声韻の反切線託を手間すると， 設と

系聯関係を示していると考え得るのである。

紘一一+激ご議←史

したがって，乙の渓母も群母も実際には弁別がなく，共に khーであったこ

とになる O ところが「文海Jでは，乙の二つの khu を対立する音節として扱

っているのである O すると両者の弁別は，一体どこにあったのだろうか。ここ

で，はっきりと相違しているのは，渓母に置かれた文字の反切上字に上声韻字

を捷っている事実である O このことは，平声20韻の渓母の列に上声17韻の文字

を記置するのと共通する何らかの特徴， たとえば音語 (register)の栢違を反映

しているのかも知れない O おそらく，さきに述べた平声対平去声がそれにあた

るのであろう G 一方あとで述べる歯頭音類などにおVJる文字の記置を見ると，

乙のような細かい弁別は，乙の韻表ではすでにかなり援昧になっていて，単に

漢語の声母掠系に無理に合わせて文字を配置した印象が強い O ここでほ，乙れ

以上の誰測をさけて[J文j毎Jにおいて弁別されている場合にのみ kh1ーと

kh2ーを書き別けて表記しておきたい o No. 620の群母と疑母の反切上字を，

ここで袋われた範囲内で整理すると，つぎのようになる O

群母待 認忽 殺口議←妻名

活広 設夜. (平3) (手11) (平1)

li害 設2弘
4支 4j員拘』長 Aj4舷'tll E ;紳長品ニー え=え士=

(平4) (平27)

この韻表における配置かち i類と I類共に kh2ーを推定する o kh1uと kh2u

の対立はつぎの単語に見られる (khzーの方で弁別しており O 

lt khu (平) 碧組上京 2乞 kh2u (平〉く本gu 長
alIr. khu (平)献上する を妻 kh2u (平) く*gu ;京離
家 khu(平)鐸

菜 khu (上)小箱 kh2uに上戸θ音箆はない

?iZ khu〈上)山犬
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(苧11) (平D

12一発
言受一新

〈平3)

〈平3)

115ご
p、'/:コ

ラfHト

J

忽
設
怒
耗
縁

者
殺
読
者
椛

接
的
婦
数

-Mm
一投

母疑

を推定して誤りはない Oこの韻表の配置かる，反切上字 1類と E類共にI)g-

この韻表 5の西夏文字を音素表記に改めると， つぎのようになる O

k-

ku 

klufi 

kI邑

kafi 

kh-kh-ug-

u
 

喧

h
u'K 

X 

kwi 

X 

X 

上17
kha日

u
 

宅

n'K 
khlufi 

khI邑

khwi 

Uga白 X 

ugu 

Ug1ufi 

UgI邑

ngW1 

類

A
U
l
-
-
J
f
i
l
-
-
l
i
J
E
l
l
i
-
-
-
-
a
 

ヮ“PO
 

O
 
N
 

平11

コ主二
日牙荏i表5

No. 621 

平 1

平 3

ku 

klufi 
平9
kle 

khu 

khlufi 
平9
khIる

X 

X 

Ugu 
× 
註hlufi
平9

Ug1e 
上10
ng曹1

平1-u 

pn 
U
 

0
0
 

3

2

 

平
×
平 平 2

平20

kwi 

kafi 

khwi 
上17
khafi 

X 

X 

X Ugafi 

平11_wi 

平20-afi 

歯頭音類韻表§

No. 620， 歯類音類の韻表は

No. 621， No. 7192にある o No. 

7192は右側の下半分が欠けるが，

文字の配置は No.621と全く一致

する O

~lì 

掛

級

建

支え

ム
撤
単
品
磁
斗
初
制

経
一
怒

百ñ~符

毒ija

。語支

mn 

続
一
一
成
義

。ιえ

清(ts-) 声母精乙の韻表は，震t

-Wl 

海

孝弘

。事詫議

(tsh-)従 (tsh-)心 (s-)邪(s-)と，

韻母，平声 1韻，平声 3韻，平声

33韻，平声51韻および平声20韻の
靖清

。

従

主張

J乙、

の誤

Z芸

邪

諒〈平51)* 
結合関係を表示したものである O

No.621の関の大きい異同は，牙音類と同じく，清母と従母，心母

と邪母の列にある O まずその対超を示してみよう O
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醤頭音類韻表No. 621 

とNo. 620 



No.620 請母 従母 No.621 清母 従母

平 1 平 I 平 1 平 1

O 平 3 平 3 O 

平33 O 平33 O 

O 平51 平51 O 

平20 。 平20 O 

心母 邪母 心母 邪母

平 1 平 1 平 1

O 平 3 平 3
〆'町、、

ゲ二工ロ二

O 平33 平33

O 平51 手51
自

上17 平20 上17

この対照表からわかるように， No. 620と No.621は共に，平声 1韻で清母

と従母が， No. 620では，心母と郡母がそれぞれ対立している O

清母 足元 会芝品.fI& く衿持> tshu 

従母 2五 2二tFえ7. 主U今存 く程い>C漢語より信用) tshu 
心母 長E 241争4乙hUaヂZιト く…よむ> su 

邪母 JYt，Ziョt，IlZ え 2ー3争を己 4川4#? く部姓> su 

乙れらの反切下字は系聯しているから，すべて同じ韻母をもっていた乙とは

確かでるる O 反切上字も， TZと授は，共に同音節前ifiであって，また心
母と邪母の関では，全く毘じ文字が両方に捷われているから，反切の上では，

いずれも弁別されていないことになる O したがって，少くともこの韻表に関し

ては，渚母と従母，心母と邪母の弁別は，漢語の声母体系に割当てた全く架空

の弁別であったと言って差支えがない O

つぎに清母の反切上字の系聯を，この韻表に関して示しておきたい O

清母議殺掛

金銭E食
品;1 }:~長草花
徒 I，r~夜
払後廷

安委←魚
侃→j:==-ゑ(平1)
(平30)倒 zZ

(平11)
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これらの反切上字はいずれも tsh-を代表する O

韻表Gの茜夏文字を吾素表記に改めると，つぎのようになる O

No.620 

No.621 

出表6 歯頭音類

s- s- tsh- tsh- ts-

平 1-u I su 

平 3-'iufi I s'iufi 

平33-e I sε 

平51-'í~fi I sYofi 

平20-afi safi 

su 

X 

X 

X 
上17
sa五

tshu tshu tsu 

tsh'iufi ts'iufi X 

X 

tshYofi 

tshε tsε 

X tsYofi 

X tshafi tsafi 

s- s- tsh- tshts-

i

n

m

d

E

 

r

L

v

'

A

P

ι

v

'

A

n

d

 

-

i

q

ο

q

d

τ

i

A

U

 

つjv

に
d

の
，
中

平

平

平

平

手

韻表7 正歯音類

持
一
薙

謙
一
言

前 I 0 耳元

玄 1 17乱
得
世
主
一
機

o 

首t
審ネ号i

su 
〆ー句、

クゼ
ニ工二

色

*sIufi 

se 

*sbfi 
上17
safi 

要ヒ 義 Z色
。枇致

。寧受晃 三象

。 護とえ
o 時

一

双

穿

i

、C

2

ι

f

i

a

-

-

、

-n村
可

丹

5d

o 

件
枠

No. 621 正歯音類韻表 *13主〈上31)

支長く上2)
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tshu tshu tsu 

X tsh'iufi 

tshε 

tshYofi 

tshafi 

tsYofi 

tsafi 

ts'iufi 

X tsε 

X 

X 

王歯音類の韻表は， No. 620， No. 

621， No. 623にある o No.623は中

央より右翻下部が欠けた残片である O

この韻表iま， 声母の揮、母 (tき一)， 穿

母引きh-)，林母 (t訟一)， 審母〈言一)， 

母(ふ〉と平声 2韻，平声34韻，平声

35韻，平声44韻，平声19韻む結合関

係を表iとしたものである oNo. 620と

No.621の大きい相違点は，審母と

禅母にある O



No. 621 審母 祥母 No.620 審母 持:母 No.623 (審母 禅母)
一一一一一一一

平 2 O 平 2 平 2 平 2 平 2

平34 O 平34 平34 平34 平34

平35 平35 平35 平35 手35

O 平44=手44 O 手44

平日 平19 平19 平日 手19

No. 623 ~ま審母の列に禅母の代表字が置かれ，本単母の列は，小さい字体でそ

の列の左側に書き入れ iられている O 概略 No.620と一致すると見てよい O 三種

の韻表すべて抹母には文字は配置されていない O

討0.620で辻，すべての韻類に，審母と邪母の対立が認められる O 果してど

のような性格の対立があったのだろうか O 各々の反切を検討してみたい O

審母 邪母

平 2
雄再建
茶話 ?官 fniJli 

平34 議綴 長色 続線

平35 zii 。 11礼 。
平44 教 ?古住えt 亮載

751存え2
平19 合t 。 。
平声35韻および平声19韻のこれらの文字の反切は，詳かではないが，そむ廷

かの反切上字は二類に分れて系聯する O

1 ~議=京←?弘
(平10) (平2) 〈平9)

I 選 =ZZ 〈2E姦政)
(平2) (平29)

平声 2韻では，乙の I類が邪母にあてちれ， II類が審母に麗している O つま

り『文海Jで，はっきりと弁別された二種の音節が，この韻表においても，異

った位置を与えちれているのである C

ここでは反切上字 l類の声母をき1-' n類の声母をも一として書き到すてお
き7こい O

宗主!lU(平)涼しい

繕 S!lU (平〉 足かせ

き21U とは上声韻はない O

委主 主21U 平) 旧い
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ぞ~ 811U C上) 根本

京及 S11U (上〉 肉

紅色lUC上) 樹(漢語より〉

守ヒ 草刈〈上〉 多数

平声34韻，平芦44韻は，反切上字 I類が双方に使われており，毘じ文字や民

音節の文字が出て来るため，西夏語自掠の対立を反映したもので誌なく，単に

漢語の声母体系に割当てたものと見徹して差支えがない。

なお No.620ではえが売に，喜々が長たに，それぞれ誤って書かれてい

るO また穿母平声34韻の枠に 3持〈上36) 時heN が入る Cf同音J独字)。

韻表7の茜夏文字を音素表記に改めると，つぎのようになる O

おo.620 

き-

平 2-lu I SlIU 

3

n

n

w

 

v
引

H

M

n

ι

ρ

L

V
S
v
s
x
k
u
 

ε

E

清

干
ム

n

ι

c

L

4

&

F

h

d

・
4

つd

丹、
u

d

生

手

平

平

平19-1a I 訂a

討o.621 

平 2-1U 

平34-1:ε 

平35-efi 

平44-ew 

平19-la 

v
Q
U
 

× 

X 

(
空
白
)

ful表7 正歯音類

vbu 
tき:h- t三:h- tきー

tきlUtShlu 
上36
tきheN

tきhε五

tShew 

t泣11a

tき:h-

iきhlu

t設11e

t8hε邑

tshew 

tきh1a

tS1ε 

tsrfi 

tSew 

tSla 

ぬ-

tき1U

tSl:ε 

tsefi 

治ew

tSla 

No.623 

(き一 き tきh- 尚一 t8-

平 2-lu 

平34-le 

平35-efi 

きt1U

81:ε 

きεE

S21U X 

81ε 

きε五

X 

× 

きew X 

き1a X 

v
S
 

tきh-

きlU

81ε 

× 

X 

sefi X 

X X 

81a X 

821U X 

言Eε X 

きefi X 

平19-la I 81a 81a 

平44-ew I きew X 
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音員表 8 喉音類

務長 I~住 設も 議;，) ゑ
喉音類の韻表は No.620， No.621， 

~t 雪量 5l 
No.623にある O これ誌影(?-)，暁 (x-)

c 勢乙
毘 〈百一)， 喰い-)の声母と平声17韻，

評も Z協 。 111 百皮 平声 1韻，平声 3韻，平声 4韻，平声

殺; 毛ゑ 受込 。 jft 34韻との結合関係を表不したものであ

議令 主義 o 妥訟も 31ヒ る。 No.623 ~ま，中央下部かろ左側の

自丹 務 。 。 主事 上部にかけて欠けているが，残った部

輸 冨 暁 EZTZf ノ〆P
分を見ると， No. 620， No. 621 とも

No. 621 喉音類部表
異った分配を不している O まず、二者の

対照をつぎにあげたい O

No. 620 彰 焼 匡 日食 No. 621 影 暁 犀 E金

平17 平17 O 手17 平17 平17 平17 O 平17

平 1 上 1 O 平 1 上 1 上 1 平 1 O 平 4

平 3 手 3 O 手 3 手 3 平 7 O 平 3 上 2

平 4 手 4 O 手 4 平 4 平 4 平 4 O 平 4

平34 平34 O 上36 平34 平:34 O O 上53

No.623 E忍歪らzと〆 焼 匡 E最

平17 平17 O 平17 平17

上 1 平 1 O 

O O 平 3

平 4 O 平 4

平34 O O 

以上の対照を通じて見ちれる韻母の相通関孫ならびに酉夏文字配置の誤りを

反切上字の整理と関連して，もっとわかり易く説明しよう O

代表字 反切 反切類再構成形式

影母平171211t えntlえ I 手afi

平 1[211既日制(平間反切) E 手u
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[mi m~ 平 4I 621 I mt 
623 

lml 平34I 621 ~ ~1i ft 
623 

平 3 [620 ]錠 夜j経

[ 621 ]筑(平7) 苓前

1 ?u1i 

1 ?Ie 

I 可u1i

R
U
 
U
 

】
唱

A

内

dr
T
2
1
 

いまあげ、た反切の上字は，つぎの 2類(反切 1，反切ll)にまとまる O

反切 I類 統→批→交をt菰←経←綴←ln
(平1) (平29) (平3)(平69) (平3) (平9) (平28)

反切E類 ~I色戸税 ¥気神色じ

(平2) (平10) (平29)

乙の I類と I類ともに?ーを推定できる o [620J平 3ηufiと [621J平 7ηufi

がとの韻表で相通する事実は，私の再構成音が妥当である乙とを証明する O

暁母匝母
代表字 反切 反切類再構成形式

[問l平17662213 ;Z ミiz支 E xan 

平 1[:21 綴 前後 IV xu 

623 

[側l平 3 I 621 会込 734坊2 官2凡2 W xlufi 

623 

平 4[忽]挙 j院管 E xun 

(誤り)[ 621 J ~mt 怒号を(平4) I 下u

上にあげた反切の上字ば，つぎの 2類(反切][，反切N) にまとまる O

反切聞 き全戸lnt
(平4) (平27)

反切町類 都ーブ銘
~~〆(平3)

-143ー



との反切上字E類と N類には共に xーを推定できる G

E愈母
代表字 反切 R切類再講成形式

平171211 詞 Z段 ~i' も7 手yafi
623 

平 4[621 J Z段. f奇雪++E『1月..... え- V 手yufi

この反切上字は，上掲I類---N類に対立する第V類をなしている

反切V類競一策-tllil 
(平4) 会〆(平市

(平76)

この反切上字V類にはちーを推定できる O つぎの二字，

[620 J '1尋(上1) (反切豆類) 刊 [620 J 銭(平3) (反切I類) ?凶

がこの位置にあるのは誤りであるが， 後者は可ufiと ?ylufiの近{Jえから十分

起り得た誤りであった。また [621]議[上2J(反切不詳)が平声 3韻の列に入

っているのも， (と 2)?ylu: (平 3)つylufiの音形式の近似かろ理解できる O

平災 [620 J 務 ?主と 金糸、!t~
zτ乙 λ~ 1¥え 1 ?yle (~krt) 

[担]菟 反切不Jf P長音独字 ?y1写 (~k1写)

乙の -1ε と -1写が相通する事実も私の再構成音の妥当性を証明するものであ

るO この二字は『掌中珠」で夷皆，夷歌の漢字表音をもち，チベット文字表音

では与gi，bge となっているかる，

f掌中珠J チベット字表音
寄与真実 夷皆 bgi，己ge

111ft.運ぶ 夷歌

F同音i
11長音28<lS版)

11長音独字

忍は，それぞれに'lkle と'lk討を推定していた G あるいはそれは東部地域

の発音であったかも知れない。また十二世紀後半では，西夏語自体が yklt>

つyleの変化を完了していたとも考え得るのである O

なお No.620で匡母平声34韻の枠に，上声36韻の字が入っている G

降t (上36) xeN 

A
せ
A
吐



韻表8の西夏文字を音素表記に改めると，つぎのようになる。

語表8 日侯音類

No. 620 No. 621 

手y- 手X- 手X- 手ー 手y- 事X- 手X- ?ー

平17-an 勺Tan xan X 手an X xan 手an
上1 上1 平4 上1

平 1-u 手u xu X ?u 手yufi X XU 手u
上2 平7

平 3-lufi I 手lu長 xlufi X 手lufi 事ylu xlufi X 手Iufi

平 4-un I 手yun xun X 手ufi xufi X 手u良 手un
上36 上53

平34ーな
〈zPykZkε) 

xeN X 手ie
(1C手yKZI写写〉

X X '1ε 

No. 623 

手y- x-司 x- ?-

平17-an 手yan xan X ?afi 
上1

平 1-u X X Xu 'u 

平 3-lufi 手lu長 xlufi × X 

平 4-ufi xufi X 手un

平34-le X × 手Iε

韻表 9 流嵐音類〈舌歯音類)

流嵐音類の韻表は No.620， No. 621， No. 7192に

ある G 乙の韻表ほ，来母(1ー〉および日母(量一〉と平声該是 i訪し おE

討死!も 設

立 i彰も 涼え

"*1。姦
詫
-
一
統

。 ，、......~nft 
::::rみ

丹江iゑ

日来

No.621涜嵐音類部表

1韻，平声17韻，平声 3韻，平声20韻，上声 9韻の

結合関係を表示したものである O 西夏文字の配置の

仕方は，三種の資料いずれも一致するが， No. 620 

では， B母の平声 1韻の文字が上声韻字であるとこ

ろが抱の写本と異っている O

No. 620 j/在〈上1) No. 621， No. 7192 発(平1)

そして，三種の資料共に，平声 3韻の来母の枠に

は，平声 2韻の字が入っている O 平声 3韻-'iun と

回~ No.621は，下部の大部分が欠けて，やj読が園難であるが.1aの5行自から，流感音類の語表が

見える。
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平声 2韻 -iuがさ法ど際立った差異をもたなくなっていたのであろう O

乙の韻表では，漢語の来母と日号に該当すると考えられる声母として 2種，

lーときーをあげているが，実際の西夏語の流風音類の声母は，あとで述べるよ

うにもっと種類が多い C それ故，ここでは流風音類とは言わずに，舌歯音と称

したのかも知れない O

つぎに来母と日母の反切上字を，ここで使われている範酉を中心に整理して

みよう O

来母平 1 三5子~ 言者音色 平20 13た
語官会高1nl 平:17 あえ 青尋主支 平105言

平 2 長会 5言宗

とれらの反切上字ほ同議ー詩一義であり， 1ーを推定できる O

¥送11λる/
(平29)

日母平 1 4't )前EZ
平17 務仁 )前提
平10 I~え 委11長

これらの反切上字詰 E類)弘討委であり，匂ーを推定して誤りはない。

〈上2)

ただ呈ーの実際の音価が担-Jであったのか弘一〕なのか， それとも (BZ-Jな

のかは決め難い O

この韻表9の西夏文字を音素表記に改めると，つぎのようになる G

出表9 流風音類

No. 620 No. 621. No. 7192 

~- き-

l上堂111 
平 1-u ~u lu ~u lu 

平17-ofi zofi 10良 ~ofi 10fi 
平2 平2

平 3-lufi X lIu × lIu 

平20-afi X lafi X lafi 
平10

平1i1a0 平10
子li1a0 上 9-ifi 記長 主ifi

以上の考察を総括すると，つぎのように言える C
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これらの韻表の特徴は，それがあくまで漢語り声母体系を主体に作られたも

のである点にある O したがって，無声出気音の系列， ph-fh-th- kh- 伸一

tsh-tぬ-と sーにはそれぞれ二種類があった O その中の一つは，多くの場合，

所属韻字を欠いていたが， 牙音 khーと歯頭音 tshーでは， はっきりと弁別さ

れている O しかもそれが『文海〈宝韻?)~における 2 系列の弁別の仕方と合致

しているのである O そして kht-とkh2-，tsh1ーと tsh2-，SIーと S2ーの弁別は，

声語の種類と関係して，さちにまた酉夏語の音韻変化の壁史と関連して，重要

な意味を含んでいるものと思われる o W文海〈宝韻?)~は，あるいは，はじめ

の方の韻類では，韻母を詳しく弁別したが，あとの方になって来ると，次第に

弁別がゆるやかになって来ているのかも知れない可詑性も考意すべきであろう G

一方で No.620， No. 621， No. 623の三種の写本は， 相互にやや相違する

ところが見られ，その相違が単なる誤写であると判別できる場合と，酉夏語自

体の音形式の特徴を何ちかの形で反映したものであると考えざるを得ない場合

があった O たとえば，平声34韻と上声53韻の混同は，平34-1， (普通母音〉と上
53 一両(緊咲母音〉 の西夏語自体の音形式の近似に基づく混同であった O また

-lun (平3) と -iu(平訟の混同も乙の韻表が作成された当時には，すでに，両

者の間にきわだった弁別特徴がなくなり，再者は統合されていく方向に進んで

いたこともこの韻表は示している O 十一世紀の中頃において近似した韻母を多

く弁別した西夏語の音韻組織が，十二世紀後半になると，そのいくつかは弁別

性を失い，統合されはじめていたであろうことは，この韻表作成時代あるいほ

既存のテキストを筆写する際に起った事実の背景として，十分考えなければな

ちないのである O

私が以前に再構成した十一世紀の韻母体系の推定形式が，この韻表に見られ

る諸韻母の相通関係をよく支持し得たことは，大きい喜びであった O

〈未完)
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